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日本海産魚類目録
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List of the Fishes in the J apan Sea 

Mitsuhisa KAWANO， Hiroya MIYAKE， Noboru HOSHINO， Kingo ITO， Tomoyuki YAMANAKA， 

Ryota KOMOTO， Takaaki CHUBACHI， Wataru ANZAWA， Satoshi IKEDA， Noriyuki OOKEI， 

Hironori KINOSHITA， Ko均iKODAMA， Taro TEGA， Atsushi Y AMASAKI， Toshio MORI， 

Tatsuaki NAGAHAMA， Tetsuya OOTANI， Hideaki YAMADA， Tatsuro MURAYAMA， Akihiko 

ANDO， Shuya KAI， Hiroyuki DOI， Hideki SUGIYAMA， Shi吋iIIDA and Shin-ichi FUNAKI 

We made a list of the fishes by the district of the Japan Sea based on hitherto records. A total of 1396 
fish species composed of 43 orders and 241 families were identified. The fish fauna was characterized 
by that Cottidae， Zoarcidae， Pleuronectidae and Stichaeidae were m吋orfamilies different from those 
of the East China Sea and the Pacific Ocean. It is expected that the present study contributes for 
understanding of changes in the fish fauna and distribution of fishes in relation to the changes in 
temperatures of the Japan Sea. 

Key words : List of fishes; Japan Sea; Distribution of fishes 

河野ら同は日本海沿岸道府県の魚類に関する既往

の目録や文献を収集・整理し，日本海では42目237科

1336種の魚類が確認されたことを日本海産魚類目録

(予報)として発表した。ただし，この目録の作成に使

用した資料は入手できた主要なものだけに限られてお

り，記載が漏れている魚種が存在する可能性があるこ

と，とりわけ道府県別の魚種リストについては不完全

であることが課題として指摘されていた。このため，

本報では日本海沿岸道府県の水産研究機関が共同で、各

道府県海域の魚類に関する文献を収集・整理し，各道

府県海域の魚類相を解明することにより，日本海全体

の魚類相と各出現種の地理的分布を明らかにすること

を目的とした。

*1山口県水産研究センター 叫地方独立行政法人北海道立総合研究機構水産研究本部中央水産試験場

*3地方独立行政法人青森県産業技術センター水産総合研究所 *4秋田県水産振興センタ一 時山形県水産試験場

刊新潟県水産海洋研究所 *7石川県水産総合センタ一 時福井県水産試験場

*9京都府農林水産技術センター海洋センター ホ 10兵庫県立農林水産技術総合センター但馬水産技術センター

*11鳥取県水産試験場 * 12島根県水産技術センター *13福岡県水産海洋技術センター *14長崎県総合水産試験場

*15下関市立しものせき水族館 * 16公立学校法人秋田県立大学 本 17岡男鹿水族館 *18秋田県立博物館
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材料および方法

魚類目録の作成に用いた資料は，日本海沿岸道府県

の水産研究機関が所蔵または収集した172の日本海産

魚類に関する文献・ホームページ公開情報(表1)およ

び未発表資料，並びに福井県立大学・福井市自然史博

物館・京都大学・男鹿水族館 GAO・秋田県立博物館所

蔵の標本または未発表資料である。

目録の作成にあたっての魚種名の記載や分類方式，

および掲載の順序は，中坊弘お)に準じた。また，追加種

や学名の変更については，中坊86)を参考にしつつ，必

要に応じて最新の情報に更新した。

本目録では出現した道府県海域が確認できた種につ

いては該当する道府県欄に iOJを記入した。道府県

欄に iOJの無い種は，出現した道府県海域が特定で

きなかった種である。

なお，本研究の対象とした日本海の範囲は以下のと

おりとした。北端については宗谷海峡，西端について

は東松浦半島，壱岐周辺海域および対馬周辺海域を結

ぶ線とし，東端については津軽海峡の東端とした。ま

た，各道府県海域は各自治体が菅轄する海域とし，沖

合域については陸棚斜面までの海域とした。

表 1 日本海産魚類目録引用文献

結果および考察

日本海で確認された魚類は， 43目241科1396種で

あった(付表)。これまで日本海産魚類の種数としては，

1990年に津田聞により報告された774種が最多で、あっ

たが，本報告の種数はその1.8倍にのぼることになる。

1990年代以降に出現種数が大幅に増加した要因とし

ては，同時期に山口県日本海産魚類が大幅に増加した

要因として河野ら 54)が推定していることをそのまま挙

げることができる。すなわち，水温上昇に関連した熱

帯・亜熱帯性種の増加，調査精度の向上および調査努

力量の増加が山口県だけでなく，日本海沿岸各道府県

で見られたのではないかと考えられる。

今回，出現種数が多かった上位10科は，ハゼ科 (94

種)，カジカ科 (59種)，フサカサゴ科 (53種)，アジ科

(40種)，ハタ科 (35種)，フグ科 (32種)，ゲンゲ科 (31

種)，カレイ科 (31種)，ベラ科 (29種)，タウエガジ科

(28種)であった(付表)。このうち，カジカ科，ゲンゲ

科，カレイ科，タウエガジ科は，中坊86)の生物地理要

素によると冷水系の北太平洋要素に区分される種が多

い。これらの科が上位を占めることは，日本周辺の太

平洋および東シナ海の魚類相には見られず，日本海の

魚類相の主要な特徴の1つである。

中坊86)は日本海では中深層』性魚類がキュウリエソを

除いていないとし，その原因は対馬海峡が浅いので基

本的に太平洋に生息する中深層性魚類が日本海に入る

ことができないためと考えている。本目録では中深層

道府県 文献番号*2

長崎県 2-5，41， 116， 172 
福岡県 69，97-100， 131， 146， 158， 171 
山口県 46，54， 55 
島根県 12，73， 83， 86， 87， 92， 93， 118-127 
鳥取県 46，47， 52， 103， 114， 117， 147， 151-154 
兵庫県 46，48， 58， 70， 72， 104， 140-144 
京都府 6，11， 51， 57， 64， 65， 78， 79， 81， 88， 101， 159， 160 
福井県 7-10，46， 92， 115， 148， 150 
石川県 44，46， 53， 66， 75， 76， 82， 86， 92， 107-113， 145， 157， 168 
富山県 13， 42， 86， 89-92， 155， 162 
新潟県 15-30，32-40， 43， 46， 49， 68， 77， 80， 86， 92， 145， 167 
山形県 21-23，27， 74， 86， 94， 95， 164-166 
秋田県 1， 45， 59-63， 86， 102， 106， 132-139 
青森県 86，129， 130， 145， 169， 170 
北海道 14， 46， 67， 86， 128， 145， 161， 163 
その他*131，50， 56， 84， 85， 105， 149， 156 

*1 道府県が特定できなかった文献
*2 文献番号は巻末の文献番号に対応
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性魚類のうちハダカイワシ科魚類が11種確認されたが

(付表)，それらは主に対馬近海から対馬海峡で確認さ

れたもので，しかも少数例しかなかった。

本目録における道府県別の出現種数は318~880種

で(付表)，予報55) の 199~870種よりも道府県別の出

現種リストを充実させることができた。このうち出現

種数が最も多かったのは山口県であった。中坊8めは日

本海の魚類相は北部と南部で、異なっており，北部の礁

魚と底魚は冷水系の北太平洋要素で、あるのに対し，南

部では主に暖水系のインドー西太平洋要素であるとし

ている。山口県沖は日本海南部に位置しインドー西太

平洋要素が優占するが，日本海固有冷水が分布する最

南端でもあるため北太平洋要素も併せ持つことにより，

種の多様性が高くなっているものと考えることができ

る。

本目録は魚種ごとの出現状況を道府県別に細かく示

すことにより，日本海内における各魚種の地理的分布

の特徴，すなわち日本海内に広く分布するのか，南方ま

たは北方に偏って分布するのか，稀にしか出現しない

のかを明らかにすることができたと考える。近年，水

温の上昇に伴い，各地で珍しい南方系魚類の出現や南

方系魚類の増加が報告されている 1，37，52，54，98，103，1お)。本目

録は，今後水温変動に伴う日本海の魚類相や魚種毎の

分布域の変化を的確に捉えていくための有益な資料の

1つとなるであろう。
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本魚類目録を作成するに当たり，日本海各地の魚類

文献ならびに最新の分類に関する情報の入手や魚類の

同定に協力いただいた乾 隆帝氏(徳島大学大学院ソ

シオテクノサイエンス研究部)，石原元氏(株式会社

W&Iアソシエーツ)，甲斐嘉晃氏(京都大学フィール

ド科学教育研究センター舞鶴水産実験所)，柏木努氏

(クイーンズ大学)，野沢理哉氏(富山県農林総合技術セ

ンター水産研究所)，坂井恵一氏(のと海洋ふれあいセ

ンター)，鈴木寿之氏(兵庫県立川西緑台高等学校)，富

永修氏(福井県立大学)に深く感謝する。

稀少な魚類の標本や情報の多くは，各道府県の漁業

者，漁協職員等市場関係者の皆様から寄せられたもの

である。これらの方々に感謝の意を表する。

本目録の作成は山口県水産研究センターが日本海ブ

ロック水産業関係研究推進会議日本海漁業資源・海洋

環境合同部会に研究ニーズとして提案し，関係機関の

承認を得て進められたものである。本目録の作成に理

解を示され，便宜を図っていただいた独立行政法人水

産総合研究センタ一日本海区水産研究所伊藤文成所

-3-

長，加藤修資源環境部長，銭谷弘資源官理部長，

地方独立行政法人北海道立総合研究機構水産研究本部

中央水産試験場鳥津雅場長，地方独立行政法人青森

県産業技術センター水産総合研究所天野勝三所長，秋

田県水産振興センター中村彰男所長，山形県水産試験

場茂木省三場長，新潟県水産海洋研究所土屋貞男所長，

富山県農林水産総合技術センター水産研究所佐藤建

明所長，石川県水産総合センタ一安田信也所長，福井

県水産試験場杉本剛士場長，京都府農林水産技術セン

ター海洋センター麗矢護所長，兵庫県立農林水産技

術総合センター但馬水産技術センター中村一彦所長，

鳥取県水産試験場下山俊一場長，島根県水産技術セン

ター中東達夫所長，山口県水産研究センタ一井玉貢

所長ならびに下関市立しものせき水族館石橋敏章館長

に感謝する。

文 献

1)秋田県水産振興センター:珍しい魚など.

http://www.pref.akita.lg.jp/www /con tents/ 

1360734747856/index.html. 

2)新井良一・阿部宗明(1970):対馬の海産魚類.

国立科博専報， (3)， 83-100. 

3)独立行政法人水産総合研究センター:水生生物情報

データベース， http://aquadb.fra.affrcεo.jp/ -aquadb/ 

index.h回1.

4)道津喜衛・中村文市 (1976):対馬の魚類.長崎県生

物学会，対馬の生物， 265-287. 

5)道津喜衛(1985):対馬海峡.IV生物，魚類相.日本

全国沿岸海洋誌， 941-946. 

6)藤原正夢・大橋徹・生田哲郎(1983):南限域におけ

る天然サケの産卵および、降海回遊と水温との関係に

ついて.京都府立海洋センター研究報告， (7)， 1-8. 

7)福井県(1986):福井県魚類図説，福井県農林水産部

水産課，福井， 86pp.

8)福井県 (1998):福井県の陸水生物.福井県自然環境

保全調査研究陸水生物部会， 125-203. 

9)福井県水産試験場:福井県海産魚類図鑑.http:// 

www.fklab.fukui.fukui.jp/ss/zukan. 

10)福井県海浜自然センター:海遊.http://www.fcnc. 

jp/kaiyuu/kaiyuu.html. 

11)浜中雄一 (1979):若狭湾西部海域における底性魚

類の食性と十脚類との関係.京都府立海洋センター

研究報告， (3)， 66-75. 

12)林公義・大栗智史 (2007):日本産アゴアマダイ

属(アゴアマダイ科)魚類の分類学的検討.横須賀市

博物館研究報告(自然科学)， (54)， 27-57. 



13)林清志 (1990):富山湾に出現する魚卵及び仔稚

魚の季節変化と鉛直分布.富山県水産試験場研究報

告， (2)，1-17. 

14)北海道立水産試験場研究員(1991):北海道の淡水

魚・海水魚.漁業生物図鑑「北のさかなたちJ，長津

和也・烏津雅編，北日本海洋センター，札幌， 356-

380. 

15)本間義治 (1952):新潟県系魚類目録.魚類学雑誌， 2，

138-145， 220-229. 

16)本間義治 (1955):新潟県魚類目録補訂(I).魚類

学雑誌， 4，212-217.

17)本間義治(1955):新潟県魚類目録補訂 (II).魚類

学雑誌， 4，218句222.

18)本間義治 (1955):新潟県魚類目録補訂 (ill).魚類

学雑誌， 4， 223-228. 

19)本間義治(1956):新潟県魚類目録補訂 (N).魚類

学雑誌， 5， 59-60. 

20)本間義治 (1957):新潟県魚類目録補訂 (V).魚類

学雑誌， 6， 109-112. 

21)本間義治 (1959):新潟県魚類目録補訂 (VI).魚類

学雑誌， 7， 139-144. 

22)本間義治 (1962):新潟県魚類目録補訂 (VII).魚類

学雑誌， 9， 127-134. 

23)本間義治(1966):新潟県魚類目録補訂(咽).魚類

学雑誌， 14， 53-61. 

24)本間義治・水沢六郎・沖山宗雄(1972):新潟県魚

類目録補訂(医).日本生物地理学会会報， 28 (4)， 47-

57. 

25)本間義治・千葉晃 (1978):新潟および佐渡周辺

海域のフグ目魚類.新潟県生物教育研究会誌， (13)， 

41-48. 

26)本間義治・水沢六郎 (1980):新潟県魚類目録補訂

(X).日本生物地理学会会報， 35 (5)， 49-60. 

27)本間義治・水沢六郎・鈴木庄一郎・岡田成弘

(1984) :新潟県魚類目録補訂 (XI).うお， 34，11-

37. 

28)本間義治・佐藤光昭・水沢六郎(1990):新潟県魚

類目録補訂 (XII).うお， 39， 15-30. 

29)本間義治 (1992):新潟県海の魚類図鑑.新潟日報

事業社，新潟市， 358pp. 

30)本間義治 (1995):新潟県魚類目録補訂 (Xill).う

お， 43， 11-28. 

31)本間義治 (1995):中部日本海魚類相の新顔.動物

分類学会誌， (54)， 84. 

32)本間義治・青柳彰・板野英彬・中村幸弘・箕輪

一博・北見健彦・矢部英生(1997):新潟県魚類目録

補訂 (XN).相崎市立博物館報， (11)， 95-112. 

-4-

33)本間義治・中村幸弘・高島虞光・箕輪一博・松本

史郎 (2000):新潟県魚類目録補訂 (XV).相崎市立

博物館報， (14)， 51-60. 

34)本間義治・中村幸弘・鶴田教明・井上信夫・本間

了 (2002):新潟県魚類目録補訂 (XVI).相崎市立

博物館報， (16)， 87-98. 

35)本間義治・鶴田教明・正司 正・井上信夫

(2005) :新潟県魚類目録補訂 (XVII).柏崎市立博物

館報， (19)， 99-109. 

36)本間義治・中村幸弘・井村洋之・正司 正・本間

了・井上信夫 (2008):新潟県魚類目録補訂 (XV

皿).柏崎市立博物館館報， (22)， 99-109. 

37)本間義治・箕輪一博・青柳 彰・中村幸弘

(2009) :近年新潟県沿岸へ対馬暖流が運んで、きた熱

帯ならびに亜熱帯系の海洋動物.柏崎市立博物館報，

(23)， 69-84. 

38)本間義治・箕輪一博・中村幸弘・青柳 彰

(2011) :新潟・佐渡沿岸と沖合における大型サメ類

の漂着・採捕記録再調.柏崎市立博物館館報， (25)， 

103-108. 

39)本間義治・中村幸弘・青柳彰・野村卓之・山浦

知雄・安永住生・伊藤慎一・箕輪一博 (2012):新潟

県魚類目録補訂 (XIX).相崎市立博物館館報， (26)， 

65-80. 

40)本間義治 (2013):新潟県産魚類総目録.柏崎市立

博物館館報， (27)， 65田 106.

41)市米忠彦・桑野雪延・徳永武雄・桑岡亦好・長谷

川義信・町田末広・中道福三・山口謙三郎・木村直

人 (1978):昭和52年度沿岸漁場開発調査一対馬周

辺海域 .昭和52年度長崎県水産試験場事業報告，

13-24. 

42)伊串祐紀・稲村修 (2012): 2010-11年富山湾で

初めて記録した魚類.魚津水族館年報， (21)， 32-33. 

43)池田 怜 (2013):新潟で、見つかったフグの仲間た

ち.水海研た、より (27).

44)石川県水産試験場 (1985):石川県魚類方言集，

44pp. 

45)伊藤光機:秋田県立男鹿水族館・魚類目録.

http://www3.ocn.ne.jp/-kmitoh/zaturoku2/ 

mokuroku/aa mokuroku.html. 

46) Kai， Y. and T. Nakabo (2008) : Taxonomic 

review of the Sebastes inermis species complex 

(Scorpaeniformes : Scorpaenidae). Ichthyol. Res.， 55 

(3)， 238-259. 

47)梶川 晃 (1976):美保湾における生物群集につい

て.鳥取県水産試験場報告， (17)， 6-36. 

48)片山正夫 (1973):但馬沖の魚類.山陰海岸国立公



園十年のあゆみ， 225-233. 

49)加藤史彦・山洞仁・野田栄吉 (1982):日本海に

おけるマスノスケの漁獲記録.日本海区水産研究所

研究報告， (33)， 41-54. 

50)加藤源治 (1956):日本海産魚類目録.日本海区水

産研究所報告， (4)， 311-332. 

51)河岸賢・宗清正広・西岡純・飯塚覚

(1988) :小型定置網漁場に出現した魚の行動特性に

ついて.京都府立海洋センター研究報告， (11)， 61-

70. 

52) JII上靖・ー津圭・安藤重敏 (2008):鳥取県沿

岸に漂着した大型動物および漁獲された稀な動物の

記録 (2006年~2007年).鳥取県立博物館研究報告，

45， 17-22. 

53)河本幸治 (2000):能都町漁協市場で見られる魚類.

石川水産総合センター研究報告， (2)， 41-48. 

54)河野光久・土井啓行・堀成夫 (2011):山口県日

本海産魚類目録.山口県水産研究センター研究報告，

(9)， 29-64. 

55)河野光久・土井啓行・堀 成夫 (2011):日本海産

魚類目録(予報).山口県水産研究センター研究報告，

(9)， 65-94. 

56)木下貴裕(1985):日本海南西海域における夏季

の魚類相及び大型底生生物相.西日本底魚部会報，

(13)， 37-52. 

57)北沢博夫・大阿久俊郎 (1982):若狭湾における小

型底びき網漁業の投棄魚について.日本水産学会誌，

48 (8)， 1089-1093. 

58)小林敏男 (1973):日本海沿岸の底棲生物相.山陰

海岸国立公園十年のあゆみ， 234-237. 

59)甲本亮太・工藤裕紀 (2010):水産資源変動要因調

査(底魚稚魚調査).平成20年度秋田県農林水産技術

センター水産振興センタ一事業報告書， 63-70. 

60)甲本亮太・工藤裕紀 (2011):水産資源変動要因調

査(底魚稚魚調査).平成21年度秋田県農林水産技術

センター水産振興センタ一事業報告書， 72-82.

61)甲本亮太・大竹敦 (2012):底魚資源管理手法の

確立に関する研究(稚魚調査).平成22年度秋田県農

林水産技術センター水産振興センタ一事業報告書，

62-80. 

62)甲本亮太・柴田 理 (2012):底魚資源管理手法の

確立に関する研究(稚魚調査).平成23年度秋田県農

林水産技術センター水産振興センタ一事業報告書，

48-70. 

63)甲本亮太・山田潤ー (2013):底魚資源菅理手法の

確立に関する研究(稚魚調査).平成24年度秋田県水

産振興センター業務報告書， 61-83. 

5 -

64)桑原昭彦・飯塚覚(1983):阿蘇海の漁場性につ

いて.京都府立海洋センター研究報告， (7)， 63-76. 

65)京都府立農林水産技術センター海洋センター:丹

後地方で使われている魚名方言集.http://www.pref. 

kyoto.jp/kaiyo/wamei -hogen.html. 

66)町中茂 (1980):第五節魚類.能登町史第一巻資

料編 自然・民族・地誌，石川県能都町役場， 373-

418. 

67)前田圭司・筒井大輔 (2003):北海道産魚類リスト.

漁業生物図鑑「新北のさかなたちJ，水島敏博・烏津

雅編，北海道新聞社，札幌， 481-513. 

68)益田 一・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野輝輔・吉野

哲夫編 (1984):日本産魚類大図鑑，東海大学出版会，

東京， 448pp+370pls. 

69) Masuda， S. ， T. Ozawa and O. Tabeta (1985) : 

Bregmaceros neonectαbanus， a New Species of the 

Family Bregmacerotidae， Gadiformes. J apanese 

Journal of Ichthyology， 32 (4)， 392-399. 

70)増田恵一・大谷徹也・玉木哲也 (1990):但馬沿

岸域および沖合域におけるトビウオ類幼稚仔の出現

状況について.兵庫県立水産試験場研究報告， (27). 

1-13. 

71)松井彰子・上野正博・甲斐嘉晃・山下 洋

(2011) :絶滅危倶種タピラクチの京都府舞鶴湾から

の記録と生息環境.魚類学雑誌， 58 (2)， 209-211. 

72)松井芳房・大谷徹也 (2001):兵庫県但馬地方にお

ける漁獲物の地方名称.兵庫県水産試験場研究報告，

(36)， 75-78. 

73)松本洋典 (2005):島根県敬川沖における魚類の出

現特性(I).島根県水産試験場研究報告， (12)， 79-

86. 

74)松浦啓一・新井良一(1984):飛島の海産魚類.国

立科博専報， (17)， 163-171. 

75)松浦啓一・新井良一 (1986):舶倉島の海産魚類.

国立科博専報， (19)， 185-192. 

76) Matsuura， K. ， K. Sakai and T. Yoshino (1993) : 

Records of Two Diodontid Fishes， Cyclichthys 

orbicularis and C. spilostylus， from Japan. Japan. J. 

Ichthyol. ， 40 (3)，272-276. 

77) McCosker， J. E. ， S. Ide and H. Endo (2012) : 

Three new species of ophich出ideels(Anguilliformes 

: Ophichthidae) from Japan. Bulletin of the National 

Museum of Nature and Science (Ser. A)， Suppl. 6， 

1-16. 

78)南卓志 (1977):舞鶴湾に出現する仔稚魚.舞鶴

湾の動植物リスト，京都大学農学部附属水産実験所，

62-64. 



79)南卓志・中坊徹次・魚住雄二・清野清次 (1977):

若狭湾由良川沖の底生魚類相.昭和50年度京都府水

産試験場報告， 74・100.

80)水沢六郎・箕輪一博 (1992):柏崎地方の魚.柏崎

市立博物館， 47pp.

81)宗清正広・内野憲(1980):京都府の自家用餌料

びき網漁業について.京都府立海洋センター研究報

告， (4)， 74-86. 

82)村元宏徳・坂井恵一・文多政博・鈴木信雄・笹山

雄一 (1999):九十九湾において集魚灯で採集された

仔稚魚について.のと海洋ふれあいセンター研究報

告， (5)， 19-30. 

83) Murase， A. ， M. Aizawa and T. Sunobe (2010) : 

Two new chaenopsidfishes， Neoclinus monogrammus 

and Neoclinus nudiceps (Teleostei: Perciformes : 

Blennioidei)， from J apan. Species Diversity， 15 (2)， 

57-70. 

84)中坊徹次(編)(2000) :日本産魚類検索全種の同

定 1，第2版，東海大学出版会，東京， lvi+866pp. 

85)中坊徹次(編)(2000) :日本産魚類検索全種の同

定IT，第2版，東海大学出版会，東京， vii+882pp. 

86)中坊徹次(編)(2013):日本産魚類検索全種の同定

I，IT，Ill，第3版，東海大学出版会，東京， 2428pp. 

87)中村幹雄・山根恭道・森脇晋平・角 敬 (1993): 

河川水辺の国勢調査(宍道湖・中海).平成3年度島

根県水産試験場事業報告， 247-259. 

88)中津川俊雄 (1989):藻場を中心とした阿蘇海にお

ける出現魚類について.京都府立海洋センター研究

報告， (4)， 57-67. 

89)南部久男・林公義 (1990):富山湾におけるハゼ、

科魚類の記録.富山市科学文化センター研究報告，

(13)， 113-117. 

90)南部久男・矢部衛・木戸芳(1992):富山湾産

カレイ目魚類.富山市科学文化センター研究報告，

(14)， 63-72. 

91)南部久男 (2013):文献による富山湾産魚類目録.

富山市科学博物館研究報告， (37)， 153-162. 

92) Nelson， D. W. (1986) : Two new species of the 

cottid genus Artediellus from the Western North 

Pacific Ocean and the Sea of Japan. Proc. Acad. Natl. 

Sci. Philadelphia， 138 (1)， 33-45. 

93)日本海区水産研究所 (1954):隠岐島近海産魚類自

録(I).日本海区水産研究所調査資料， (4). 

94)日本海区山形県 (1995):平成6年度資源管理型漁

業推進総合対策事業報告書(広域回遊資源)， 48pp.

95)日本海区山形県 (1996):平成7年度資源管理型漁

業推進総合対策事業報告書(広域回遊資源)， 71pp. 

-6-

96)新潟県水産海洋研究所:持ち込まれた魚・珍しい

魚.http://www.pref.niigata.lg担/suikai/mochikomi-

index.html. 

97)西日高志・松永敦・西田知美・佐島圭一郎・中

園明信 (2004):宗像郡津屋崎町沿岸魚類目録.九州

大学農学芸雑誌， 59 (2)， 113-136. 

98)西田高志・中園明信・及川 信・松井誠一

(2005) :近年の海水温上昇による筑前海沿岸魚類相

の変化.九州大学農学芸雑誌， 60 (2)， 187-201. 

99)西田高志・中園明信・鬼倉徳雄・及川 信・松井

誠一 (2007):九州北部対馬暖流岩礁域における磯魚

群集の季節的動態.魚類学雑誌， 54 (1)， 65-78. 

100) Nishida， T. ， A. Matsunaga， N. Onikura， S. Okikawa 

and A. N akazono (2008): Fish fauna associated 

with drifting sea weeds in the Chikuzen Sea Kyushu， 

Japan. Fisheries Science， 74， 285-292. 

101)西田睦・入江隆彦・田中克(1977):舞鶴湾

の藻場およびその周辺の魚類.舞鶴湾の動植物リス

ト，京都大学農学部附属水産実験所， 54-61. 

102) N P 0法人秋田水生生物保全協会:あきたの地

魚・旬の魚.http://www.geocities.jp/ataqc _0502/. 

103)太田武行 (2013):平成24年度の夏・秋の海は暑

かった~珍魚の来遊鳥取県栽培漁業センター，さ

いぱいだより (52)，4. 

104)岡田要・内田清之助・内田亨(1965):新日

本動物図鑑(下)，北陸館，東京， 763pp. 

105)沖山宗雄(編)(1988) :日本産稚魚図鑑，東海大

学出版会，東京， 1154pp. 

106)奥山忍 (2007):水産資源変動要因調査(底魚

魚類稚魚調査・ハタハタ初期発生に関する調査).平

成17年度秋田県農林水産技術センター水産振興セン

ター事業報告書， 35-42. 

107)坂井恵一・山本邦彦・徳武浩司・岡本 武・松

村初男 (1992):石川県の海産魚類.動水誌， 33 (1)， 

5-16. 

108)坂井恵一(1995):九十九湾産魚類目録.のと海洋

ふれあいセンター研究報告， (1)， 39-42. 

109)坂井恵一・山本邦彦(1996):能登半島浅海域に

おける魚類の研究ーしのと海洋ふれあいセンター

研究報告， (2)， 91-97. 

110)坂井恵一・福島広行 (1997):能登半島の3海域で

みられた魚類と海産無脊椎動物.のと海洋ふれあい

センター研究報告， (3)， 33-42. 

111)坂井恵一 (1998):のと海洋ふれあいセンターに収

蔵されている魚類標本.のと海洋ふれあいセンター

研究報告， (4)， 45-61. 

112)坂井恵一 (2005):のと海洋ふれあいセンターに



収蔵されている魚類標本-II .のと海洋ふれあいセ

ンター研究報告， (11)， 9-22. 

113)坂井恵一 (2010):のと海洋ふれあいセンターに収

蔵されている魚類標本-III .のと海洋ふれあいセン

ター研究報告， (16)， 15-28. 

114)佐野茂・永井浩爾・ JII口哲夫 (1986):大陸棚斜

面漁場開発調査報告，鳥取県水産試験場報告， (28)， 

17-31. 

115)佐藤専寿 (2012):河口沿岸域における多毛類に

よる陸域起源有機物の利用 半閉鎖的内湾をモデル

海域として.福井県立大学博士学位論文， 131pp. 

116)青海忠久・道津喜衛・柳 昌之(1977):壱岐の

魚類.長崎県生物学会，壱岐の生物， 283-310. 

117)千田哲資(1962):隠岐島近海に於ける魚卵・稚

魚の出現について. 1出現する種類.日本生態学会

誌， 12 (4)， 152-157. 

118)島根県水産試験場(1963):沿岸水族幼稚魚生態

調査研究報告書， 108pp. 

119)島根県水産試験場(1977):昭和51年度島前湾大

規模増殖場開発事業調査報告書.

120)島根県水産試験場 (1977):美保湾水産影響調査

報告昭和41~50年中間総括.

121)島根県水産試験場(1978):浜田湾環境調査報告，

412pp. 

122)島根県水産試験場(1979):美保湾水産影響調査

報告昭和53年度.

123)島根県水産試験場(1982):大社湾海域総合開発

事業予備調査報告書昭和55~56年.

124)島根県水産試験場編著 (2003):島根のさかな，山

陰中央新報社， 216pp. 

125)島根県水産試験場編著 (2005):特集:海からの

珍客.とひ、つくす， (2). 

126)島根県水産技術センター (2008):平成19年に獲

れた珍しい魚介類.とびっくす， (27). 

127)島根県水産技術センター (2008):平成20年に獲

れた珍しい魚介類.とびっくす， (39). 

128) Shinohara， G. and M. Yabe (2009): A new genus 

and species of prickleback (Perciformes: Stichaeidae) 

from Japan. Ichtyol Res， 56， 394-399. 

129) Shinohara， G.， S. M. Shirai， M. V. Nazarkin and M. 

Yabe (2011) : Preliminary List of the Deep-sea Fishes 

of the Sea of Japan. Bull. Natl. Mus. Nat. Sci.， Ser. A， 

37 (1)， 35-62. 

130)塩垣優・石戸芳男・野村義勝・杉本 匡 (2004):

改訂青森県産魚類目録.青森県水産総合研究セン

ター研究報告， 1-80. 

131)庄島洋一・植木喜美彦(1958):流れ藻に関する

-7-

研究・涜れ藻に伴う稚仔魚-II.昭和33年度の津屋

崎附近における調査.日本水産学会誌， 30 (3)， 248-

254. 

132)杉下重雄 (2005):漁場環境調査(稚魚調査).平

成15年度秋田県水産振興センター事業報告書， 158-

164. 

133)杉下重雄 (2006):水産資源変動要因調査(底魚魚

類稚魚調査).平成16年度秋田県水産振興センタ一事

業報告書， 51-58. 

134)杉下重雄 (2009):水産資源変動要因調査(底魚魚

類稚魚調査).平成19年度秋田県農林水産技術セン

ター水産振興センタ一事業報告書， 44-50. 

135)杉山秀樹 (1986):能代市史特別編自然魚

類.能代市教育委員会，能代市， 377-428. 

136)杉山秀樹 (2011):あきたの地魚・旬の魚.

137)杉山秀樹 (2013):クニマス・ハタハタ秋田の魚

100，東北出版企画，鶴岡， 403pp. 

138)杉山秀樹 (2013):八郎潟の干拓にともなう魚類

相の変遷.八郎湖流域管理研究， 2， 59-68. 

139)杉山秀樹 (2014):秋田自然史研究 66.(印刷中)

140)鈴木寿之・宇野政美(1993):魚類図鑑，浜坂町の

沿岸魚(定置網の魚)，浜坂町， 34pp.

141)鈴木寿之・細川正富(1994):山陰但馬で採集・

確認された魚類の日本海初記録種.1. O. P. DIVING 

NEWS， 5 (4)， 2-6. 

142)鈴木寿之・細川正富 (1994):山陰但馬で採集・確

認された魚類の日本海初記録種II.1. O. P. DIVING 

NEWS， 8 (3)， 2-3. 

143)鈴木寿之・細川正富・大加戸宗昭・土井弓子

(1996) :兵庫県竹野町の浅海魚類目録(予報).竹野

SC海洋生物研究会機関誌， (1) ， 5-6. 

144)鈴木寿之・細川正富・波戸岡清峰 (2000):兵庫

県産魚類目録一鈴木寿之魚類コレクション兵庫県産

編一.大阪市立自然史博物館所蔵資料目録第32集，

143pp. 

145) Suzuki， S.， T. Kawashima and T. Nakabo (2009): 

Taxonomic review of East Asian Pleuronichthys 

(Pleuronectiformes: Pleuronectidae)， with description 

of a new species. Ichthyol. Res. 56 (3)，276-291. 

146) Tabeta， O. (1972) : An Ecological Study on the 

Fishes Stranded upon the Beach of Northern Kyushu. 

J. Shimonoseki Univ. Fish.， 21 (1)， 81-151. 

147)多部田修・道津喜衛・阿部倫久 (1986):わが国

沿岸域におけるドクサパフグの出現.日本水産学会

誌， 52 (12)， 2103-2105. 

148)多田雅充・児玉晃治 (2011):三方五湖水域の魚

類相とその特性.福井県自然保護センター研究報告，



16， 45-61. 

149) Takegawa， Y. and H. Morino (1970) : Fishes from 

Wakasa Bay. Publ. Seto Mar. Bioi. Lab.， XVII (6)， 

373-392. 

150)富永修・牧田智弥 (2008):沿岸域の底生生物

生産への陸上有機物の貢献.森川海のつながりと河

口・沿岸域の生物生産(山下洋・田中克編)，厚生

社恒星閣，東京， 46-58.

151)鳥取県経済部水産課 (1956):鳥取県の水産，昭和

31年， 163pp. 

152)鳥取県水産試験場 (1960):中海干拓基本調査報

告書， 141pp. 

153)鳥取県水産試験場(1987):大規模増殖場開発調

査報告書， 79pp.

154)鳥取県栽培漁業センター:市場日記.http:// 

www.pref.tottori.lg.jp/item . 

155)富山県水産試験場 (1991):とやまの魚，富山県水

産試験場，滑川， 110pp. 

156)津田武美 (1990):原色日本海魚類図鑑，桂書房，

富山， 612pp. 

157)辻俊宏・坂井恵一・木本昭紀・奥野充ー (2010): 

能登半島周辺海域で新たに確認された魚類.石川県

総合水産センター研究報告， (5)， 35-39. 

158)内田恵太郎・庄島洋一 (1958):流れ藻に関する

研究・流れ藻に伴う稚仔魚 I昭和32年度の津屋崎

附近における調査.日本水産学会誌， 24(6・7)，411-

415. 

159)内野憲・清野清次・傍島直樹 (1982):若狭湾

経ケ岬以西沿岸域の底性動物相.京都府立海洋セン

ター研究報告， (6)， 25-43. 

160)内野憲・山崎淳・井上寿(1983):人工魚礁

周辺域における魚類の分布.京都府立海洋センター

研究報告， (7)， 9-15. 

161)上野達治 (1971):北海道近海産魚類目録.北海道

立水産試験場報告， (13)， 61-102. 

162)魚津水族館 (1997):富山湾産魚類リストおよび

富山湾産希少魚類の採集記録， 799pp+図版四.

163) Yabe， M. and S. Murayama (2001) : Systematics 

of sculpins of the genus Radulinopsお (Scorpaeniformes

: Cottidae)， with the description of a new species 

from northern Japan and the Russian Far East. 

Ichthyol Res， 48， 51-63. 

164)山形県環境保護課 (2003):山形県の絶滅のおそ

れがある野生動物， 139-170. 

165)山形県水産試験場(1964):幼稚魚生態調査報告

(総括編)昭和36年~38年， 58pp.

166)山形県水産試験場(1999):山形県の魚員類の地

-8 

方名， 62pp.

167)山口好一 (2005):佐渡沖漁場におけるサメ類回

遊調査.新潟県水産海洋研究所年報(平成15年度)，

27-29. 

168)山本邦彦・松村初男・坂井恵一 (1995):石川県

産魚類 (II).のと海洋ふれあいセンター研究報告，

(1)， 9-15. 

169)山中智之・矢部衛 (2012): Alectrias markevichi 

Sheiko， 2012に対する新標準和名「ヒナムシャギン

ポ」の提唱.魚類学雑誌， 59， 175 -176. 

170)山中智之・伊藤欣吾 (2014):改訂青森県産魚類

目録補訂-1.青森県産業技術センター水産部門研

究報告， 8.

171)余吾豊・桜井誠一・望岡典隆・三郎丸隆 (1986):

沖ノ島の魚類相 I沖ノ島産魚類目録の予報.九州大

学農学芸雑誌， 40(2・3)，183-189. 

172)吉村拓・八谷光介・津崎龍雄・清本節夫・中

川雅弘・吉田一範・堀田拓朗 (2012):植食動物の行

動・生態の解明と採食圧軽減策の検討.西海区水産

研究所主要研究成果集， (16)， 15. 



日本海産魚類目録付表

長福山島鳥兵京福石富新山秋 青北

崎岡口根取庫都井川山潟形回森這
種綱/目/科

0
 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0
0
0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

 

0000  
0 

E ptatretus burgeri 

Paramyxine atami 

E ptatretus okinoseanus 

Myxini 

Myxiniformes 

Myxinidae 

ヌタウナギ網

戸タウナギ目

ヌタウナギ科

ヤツメウナギ目

ヤツメウナギ科

軟骨魚網

ギンザメ目

ギンザメ科

。000000  

。。

。

。
。

。
Lethenteron japonicum 

Chimaera phantasma 

Hydrolagus ogilbyi 

Hydrolagus mitsukurii 

Hydrolagus barbouri 

ギンザメ

ギンザメダマシ

アカギンザメ

ココノホシギンザメ 。。。
Heterodontifo口nes

Heterodontidae 

ネコザメ目

ネコザメ科 00000000000  
00  0 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

 

0

0

 

0000  
00  

Heterodontus japonicus 

H eterodontus zebra 

Orectolobus japoni四 S

Rhincodon typus 

Stegostoma fasciatum 

ネコザメ

シマネコザメ

オオセ

ジンベエザメ

トラフザメ

Orectolobiformes 

Orectolobidae 

Rhincodontidae 

テンジクザメ目

オオセ科

ジンベエザメ科

0
0
0
 

0
0
0
0
 

0

0

 

0
 

0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
 

0
 

0

0

 

0

0

 0
 

0

0

0

 

0

0

0

 

。Mitsukurina owstoni 

Cetorhinus maximus 

Ca町 'harodoncarcharias 

Lamna ditropis 

1 surus oxyrinchus 

Alopias pelagicus 

Alopias vulpinus 

Alopias superciliosus 

ミツクリザメ

ウパザメ

ホホジロザメ

ネズミザメ

アオザメ

ニタリ

マオナガ

ハチワレ

Lamniformes 

Mitsukurinidae 

Cetorhinidae 

Lamnidae 

Alopiidae 

ネズミザメ目

ミツクリザメ科

ウパザメ科

ネズミザメ科

オナガザメ科 。

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

。

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

00000000  
o 00  

0
0
0
 

0
 

0

0

 

0

0

 

0
0
0
 

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0

0

 

。

0
 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0
0
0
 

0
0
0
0
 

0
0
0
 

0

0

 

0

0

 

0
0
0
 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

。。
。

000  0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0
 

。

。

Gal，四 'seastmani

Scyliorhinus torazame 

Cephaloscyllium umbratile 

H alaelurus buergeri 

Proscyllium venustum 

Mustelus manazo 

Mustelus gris，四 S

Triakis scyllium 

Hemitriakis japonica 

Prionace glauca 

Galeocerdo口lVler

Rhizoprionodon oligolinx 

Rhizoprionodon a，口'itus

Carcharhi，開 'sdussumieri 

Carcharhinus mac/oti 

Carcharhinus brevipinna 

Carcharhinus leucas 

Ca町'harhi，附 'splumbeus

Ca陀 harhinusfalciformis 

Carcharhinus obscurus 

Carcharhinus brach戸，rus
Sphyrnal，仰 'ini

Sphyrna zygae，即

ヤモリザメ

トラザメ

ナヌカザメ

ナガサキトラザメ

ヒョウザメ

ホシザメ

シロザメ

Fチザメ

エイラクプカ

ヨシキリザメ

イタチザメ

アンコウザメ

ヒラカ*シラ

スミツキザメ

ホコサキ

ハナザメ

オオメジロザメ

メジロザメ

クロトガリザメ

ドタプカ

クロヘリメジロ

アカシュモクザメ

シロシュモクザメ

Carcharhiniformes 

Scyliorhinidae 

メジロザメ目

トラザメ科

Proscylliidae 

Triakidae 

Carcharhinidae 

ヌタウナギ

クロヌタウナギ

ムラサキヌタウナギ

Petromyzontiform田

Petromyzontidae カワヤヅメ

Chondrichthyes 

Chimaeriform白

Chimaeridae 

タイワンザメ科

ドチザメ科

メジロザメ科

。。。Heptranchias perlo 

H exanchus gris四 S

Notorynchus cepedianus 

エドアプラザメ

カグラザメ

エピスザメ 。
0 00  Somniosus pacis四 Sオンデンザメ

00000000  0
 

0
 

0
 

0
0
0
 

。
Centrophorus a四 S

Squalus suckleyi 

Squalus bn四'irostris

Squalus mitsukurii 

タロウザメ

アプラツノザメ

ツマリツノザメ

フトツノザメ

Sphyrnidae 

Hexanchiformes 

Hexanchidae 

Notorynchidae 

Dalatiiform白

Somniosidae 

Centrophoriform回

Cen甘ophoridae

Squaliformes 

Squalidae 

シュモクザメ科

カグラザメ目

カグラザメ科

エピスザメ科

ヨロイザメ目

オンデンザメ科

アイザメ目

アイザメ科

ツノザメ目

ツノザメ科

。
000000000000000  

。。0・'00'2。
Squatina japonica 

-9-

カスザメ

Squatiniformes 

Squatinidae 

カスザメ目

カスザメ科



北
海
道
一

青
森
一

秋
田
一

山
形
一

新
潟
一

O

富
山
一

O

石
川
一
O

福
井
一

京
都
一

兵
庫
一

O

鳥
取
一

O

島
根
一

O

山
口
一

O

福
岡
一

長
崎
一

種綱!Iヨ/科

Squatina nebulosa コロザメ

ノコギリザメ目 Pristiophoriformes 

ノコギリザメ科 目 stiophoridae

ノコギリエイ科 Pristidae 

エイ目 R司iおm 田

トンガリサカタザメ科Rhynchobatidae

サカタザメ科 Rhinobatidae 

。o。

0

0

 

0
 

0
0
0
0
 

0

0

 

0
 0

 
0
 

0

0

 

0

0

 

0
0
0
 

0
0
0
0
 

0

0

0

 

0
0
0
 

0
 

0

0

 

0

0

 

0
 

0
 

0

0

 

0
 。。

。。

。

。。。。

。。
0
0
0
0
 

0
0
0
 

0

0

 

0

0

0

 

0
0
0
0
 

0

0

0

 

0
0
0
0
 

0
 

0
 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0
0
0
0
 

0
0
0
 。

0 0 0 00  

。

0
0
0
0
 

0

0

0

 

0

0

 0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0
0
0
0
 

0

0

0

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

0

 

。。。

000  。

。。

。。
。。

0

0

 

0

0

 

0

0

0

 

0
0
0
0
 

0
 

0
0
0
0
 

。

。

。。

。

0 
00  0 

。

0

0

 

0

0

0

0

 

0
 

0
 

Pristiophorus japonicus 

Pristis pristis 

Rhina ancylostoma 

Rhinobatos hynnicephalus 

Rhinobatos schlegelii 

Pla砂'rhinatangi 

Tetro即 rcetokionis 

Narkejaponica 

Crassinarke dormitor 

Narke dipterygia 

Bathyraja aleuti.ω 

Bathyraja bergi 

Rhinoraja kujie.間 IS

d町'1orajasmirnovi 

D伊加russp. 

Beringraja pulchra 

D伊turustengu 

Ok仰 向jeimeerdervoortii 

Okamり"eikenojei 

Okamりieischmidti 

Okamejei boesemani 

Okamejeia四 tispina

Pl.叩 obatisdavi.出 2

Urolophus aurantiacus 

Taeniura meyeni 

Pteroplatytrygon violacea 

Dasyatis却 'gel

Dasyatis matsubarai 

Neotrygon kuhlii 

Dasyatis akajei 

Dasyatis ushiei 

Gym即 ra}apomca

Myliobatis tobijei 

Aetobatus ocellatus 

Aetobatus narutobiei 

Mobula japanica 

Mobula thurstoni 

Mobula tarapacana 

Manta birostris 

シノノメサカタザメ

コモンサカタザメ

サカタザメ

ウチワザメ

ヤマトシビレエイ

シピレエイ

ネムリシピレエイ

ノ、クテンシピレエイ

アリューシャンカスベ

ソコガンギエイ

クジカスベ

ドプカスベ

ガンギエイ

メガネカスベ

テングカスベ

メダマカスベ

コモンカスベ

ツマリカスベ

イサゴガンギエイ

モヨウカスベ

ウスエイ

ヒラタエイ

マダラエイ

カラスエイ

ズグエイ

ホシエイ

ヤッコエイ

アカエイ

ウシエイ

ツバクロエイ

トピエイ

マダラトピエイ

ナノレトピエイ

イトマキエイ

ヒメイトマキエイ

タイワンイトマキエイ

オニイトマキエイ

ノコギリザメ

ノコギリエイ

Platyrhinidae 

Torpedinidae 

ウチワザメ科

シピレエイ科

Rajidae ガンギエイ科

Plesiobatidae 

Urolophidae 

Dasyatidae 

Gymnuridae 

Myliobatidae 

ウスエイ科

ヒラタエイ科

アカエイ科

ツバクロエイ科

トピエイ科

。

0
0
0
 

0

0

 

0
 

。Acipe間官邸問問is

Acipenser medirostris 

H出 od，倒 'ri，口括

カラチョウザメ

チョウザメ

ダウリアチョウザメ

Osteichthyes 

Acipenseriformes 

Acipenseridae 

0 00  
0 00  

0000  0 
00  000  。00  

00  

Elops hawaiensis 

Meg，αlops cyprinoid田
カライワシ

イセゴイ

000000 0 0  

0
 

0
 

0
 

0

0

 

0

0

 

。。

。

0
 

0
 

0
 

0
0
0
 

0
 

0

0

 

00000000  

。

。。

。
0
 

0
 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

。

。

。

Albula neoguinaica 

Pterothrissus gissu 

Anguilla japonica 

Muraena pardalis 

Gymnothorax minor 

Gymnothorax rueppelliae 

Gymnothorax kidako 

Gymnothorax mieroszewskii 

Gymnothorax ps，四 dothy町 oid，四 S

Meadia abyssalis 

Dysomma anguillare 

Muraenichthys japonicus 

Muraenichthys gymnotus 

Scolecenchelys aoki 

Myrophis microchir 

Ophisurus macrorhynchus 

nu 

噌

'A

Yトイワシ

ギス

ニホンウナギ

トラウツボ

アミウツボ

クラカケウツボ

ウツボ

ユリウツボ

アミメウツボ

Synaphobranchidaeヒレジロアナゴ

アサパホラアナゴ

ニホンミミズアナゴ

ミミズアナゴ

ミサキウナギ

セレベスヒレアナゴ

ダイナンウミヘピ

Elopiformes 

Elopidae 

Megalopidae 

Albulifo口nes

Albulidae 

Pterothrissidae 

Anguilliformes 

Anguillidae 

Muraenidae 

Ophichthidae 

硬骨魚綱

チョウザメ目

チョウザメ科

ホラアナゴ科

カライワシ目

カライワシ科

イセゴイ科

ソトイワシ目

ソトイワシ科

ギス科

ウナギ目

ウナギ科

ウツボ科

ウミヘピ科



種

。
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。
000  

0
0
0
 

0
 

。。
。。

綱/目/科

。

0
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0
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。。

0
 

0
0
0
 

0
0
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0
 

0
 

0
 

0
0
0
 

000  
000000  

。。Congridae アナゴ科

0

0

0

 

0

0

0

 

0
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0
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0

0

 

0

0

0

 

0
0
0
0
 

0
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0
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0
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0

0

0
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0

0
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0
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0

0

 
Muraenesocidae ハモ科

0
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0
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0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0
0
0
 。

0000000 0  

0
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0
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0

0

 

0

0

 

0

0
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0
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0

0

 

0

0

0

 

0
0
0
 

。。

Etrumeus teres 

Spratelloides gracilis 

Sardinops melanostictus 

Ilisha elongata 

Sardinella zunasi 

Sardinella lemuru 

Clupea pallasii 

Herklotsichthysψadrima四 la加S

Amb，かrgastersirm 

Konosirus punctatus 

Nematalosa japonica 

Engraulis japonicus 

Coi/ia nasus 

Thryssa hamiltonii 

Thryssa baelama 

Chirocentrus dorab 

ウルメイワシ

キピナゴ

マイワシ

ヒラ

サッパ

カタボシイワシ

ニシン

ミズン

ヤマトミズン

コノシロ

ドロクイ

カタクチイワシ

エツ

チョウセンタレクチ

オオイワシ

オキイワシ

Derichthyidae 

Nettastomatidae 

Clupeiformes 

Clupeidae 

ヘラアナゴ科

クズアナゴ科

ニシン目

ニシン科

Engraulidae カタクチイワシ科

。。。。Ch仕田entridae

Gonorynchiformes 

Chanidae 

Gonorynchidae 

Cypriniformes 

Cyprinidae 

オキイワシ科

ネズミギス目

サパヒー科

ネズミギス科

コイ目

コイ科

。

0

0

 

0
0
0
 

0
0
0
 

0
0
0
 

0

0

 

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0 
00  。000  

Chanos chanos 

Gonorynchus abb.月 刊atus

Tribolodon brandti 

Tribolodon hakonensis 

H emibarb.us barb.us 

サパヒー

ネズミギス

マノレタ

ウグイ

ニゴイ

。

0
 0

0

 

0
0
0
 

0
 

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

。。Arius maculatus 

Arius thalassinus 

Plotosus japonicus 

ハマギギ

オオサカハマギギ

ゴシズイ

Siluriformes 

Ariidae 

ナマズ目

ハマギギ科

Plotosidae 

Argentiniformes 

Argentinidae 

ゴンズイ科

ニギス目

ニギス科 00  
0000000000000 0  

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
 

0

0

0

 

0

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0
 

0

0

 

0
0
0
 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0
 

0 
000  000  

0

0

 

0
 

0

0

 

0
 

0

0

 

Argentina kagoshimae 

Glossanodon semifasciatus 

Osmerus eperlan附 mordax

Hypom白山町'Ppone即 日

Hypom白山japonicus

Plecoglossus altivelis altivelis 

Salangichthys microdon 

Sala田 ariake出 IS

Oncorhynchus mykiss 

Salvelinus leucomaenis 1，四 'CO"回enis

Salvelinus malma krascheninnikovi 

噌-
1
i
 

カゴシマニギス

ニギス

キュウリウオ

ワカサギ

チカ

アユ

シラウオ

アリアケシラウオ

ニジマス

アメマス

オショロコマ

Salmoniformes 

Osmeridae 

Plecoglo田idae

Salangidae 

Xyriasn白羽l却 S

Ophichthus even間 nni

Ophichthus erabo 

Ophichthus u悶J!ophus

Ophichthus asakusae 

Pisodonophis cancrivorus 

Pisodonophis zophistius 

Pisodonophis boro 

Scolecenchelys fuscapenis 

Echelus uropterus 

Ariosomam由 'ki

Ariosoma anago 

Congris口ISmegastomus 

Ariosoma shiroanago major 

Arioso"回 shiroanagoshiroanago 

Conger cinerj印 S

Conger japonicus 

Conger myri，田 ter

Congerereb印刷S

Gnathophis ginanago 

Gnathophis heterognathos 

Rhynchoconger ecte，附 間S

Bathycongrus問 'troti・ncta

Muraenesox ciner.四 S

Muraenesox bagio 

N回 sorhamphusingolfia.即 S

Saurenchelys fier，回 ifer

ボウウミヘピ

ホウライウミヘピ

モンガラ Fオシ

スソウミヘピ

イナカウミヘピ

ミナミホタテウミヘピ

ホタテウミヘピ

ゴマホタテウミヘピ

ツマグロミミズアナゴ

ヒレアナゴ

ゴテンアナゴ

ハナアナゴ

オキアナゴ

オオシロアナゴ

シロアナゴ

キリアナゴ

クロアナゴ

マアナゴ

ダイナンアナゴ

ニセギンアナゴ

ギンアナゴ

キツネアナゴ

ツマグロアナゴ

ハモ

スズハモ

ヘラアナゴ

イトアナゴ

サケ目

キュウリウオ科

アユ科

シラウオ科

Salmonidae サケ科
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000000000000 0 0  
o 0 0  0 

o 00000  
0000  0 
o 0 0 000  

0000000000000  。 。

Oncorhynchus /ata 

Oncorhynchus nerka nerka 

Oncorhynchus gorb悶 cha

Oncorhynchus kisutch 

Oncorhynchus tschawytscha 

Oncorhynchus masou n回 SOU

Oncorhynchus masou ishikm叩 e

種

サケ

ベニザケ

カラフトマス

ギンザケ

マスノスケ

サクラマス

サツキマス

綱/目/科

Stomiifonn田

Stemoptychidae 

ワニトカゲギス目

ムネエソ科 000000 0  
0 

000000  M仰 roli四 'sjaponicus 

Sternoptyx diapha叩

Vinciguerria nimba円a

1 diacanthus antros加mus

キュウリエソ

ムネエソ

ヤベウキエソ

ミツマタヤリウオ

。。Phosichthyidae 

Idiacanthidae 

Ateleopodifonnes 

Ateleopodidae 

ギンハダカ科

ミツマタヤリウオ科

シャチプリ目

シャチプリ科 。
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。
00  
0 

0

0

 0
 

Ate/，四'puspurpun四 s

d陪'/eopusjaponi，叫 S

Hime japoni，叩 S

Saurida umeyoshii 

Saurida e/ongata 

Saurida micro/epis 

Sauridan回 cro/epis

Saurida wani.目。

Trachinocepha/us myops 

Synodus u/ae 

Synodus variega加S

Synodus fuscus 

Synodus hoshinonis 

Synoduska悶悶S

SynodusT1悼crops

Ch/oropht.加lmusa/batrossis 

Ch/orophthalmus borealis 

Alepisaurus ferox 

Lestidiops jayakari 

Lestrolepis japonica 

Lestidium pro/.日um

ムラサキシャチプリ

シャチプリ

Aulopifonnes 

Aulopidae 

Synodontidae 

ヒメ目

ヒメ科

エソ科

。

Alepisauridae 

Paralepididae 

アオメエソ科

ミズウオ科

ハダカエソ科

。。。

0 
00  

。

0
0
0
0
0
0
0
0
 

BenthoseT1叩 pterot.um

Notoscope/;山 japonicus

Diaphus watasei 

Diaphus fragilis 

Diaphus leutkeni 

Diaphusalici.αe 

Diaphus fulgens 

Diaphus negani 

Diaphusje回 eni

Diaphus nie/seni 

Diaphus garmani 

イワハダカ

オオクチイワシ

ハダカイワシ

クマドリハダカ

ガンテンハダカ

ニラミハダカ

コピトハダカ

ア;Jfリハダカ

チピハダカ

ツクシハダカ

ヒロハダカ

Myctophifonnes 

Myctophidae 

ノ、ダカイワシ目

ハダカイワジ科

0

0

 0
 0 

0 0  

0
0
0
0
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0
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0

0

 0
0
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。
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0
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0
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0
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Velifer hypselopterus 

Lampris gutta加S

Laphotus capel/ei 

Eumecichthys fiskii 

Zu cristatus 

D町 modemapoか'stictum

Desmodema lorum 

Trachipterus ishikawae 

Trachipterus trachypterus 

Rega/ecus russel/ii 

クサアジ

アカマンボウ

アカナマダ

テングノタチ

ユキフリソデウオ

フリソデウオ

オキフリソデウオ

サケガシラ

テンガイハタ

リュウグウノツカイ

Lampridifonn田

Veliferidae 

Lamprididae 

Lophotidae 

アカマンボウ自

クサアジ科

アカマンボウ科

アカナマダ科

Trachipteridae フリソデウオ科

Regalecidae 

Polymixiifonnes 

Polymixiidae 

Gadifonnes 

Moridae 

リュウグウノツカイ科

ギンメダイ目

ギンメダイ科

タラ目

チコダラ科

。Polymixia japonica ギンメダイ

。o。
0

0

0

0

 

0

0
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0

0

0
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0

0
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0
0
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0

0
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0
0
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0

0

0

 

0
0
0
0
0
 

ヒメ

クロエソ

トカゲエソ

コウカイトカゲエソ

マエソ

ワニエソ

オキエソ

アカエソ

ヒトスジエソ

スナエソ

ホシノエソ

ハナトゴエソ

チョウチョウエソ

Chlorophtha1midaeアオメエソ

マノレアオメエソ

ミズウオ

シロナメハダカ

ノ、ダカエソ

ナメハダカ

。000  Latel/a phycis 

Lepid，わn初'Osimae

Physicu/us maximowiczi 

Physicu/us japonicus 

Laemon四国問問

Gadus macrocephalus 

Eleginus gracilis 

内

4
噌

'A

イソアイナメ

ソコクロダラ

エゾイソアイナメ

チゴダラ

ヒメダラ

マダラ

コマイ

Gadidae タラ科
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0
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。
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0
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Hii附'antolophusgroenland.初日

Beryx splendens 

Beryx decadactylus 

Sargocentron spinosissimum 

Ostichthys japonicus 

A今'ripristisbotche 

Myriprおtiskochie.出 is

Gephyroberyx japoni，四 S

Aulotrachichthys prosthemius 

Monocentris japonica 

Theragra chalcogramma 

Bregmaceros japonicus 

B問 W'回cerossp. 

Bregll回 cerosnectabanus 

B問~gmaceros n印 刷'ctabanus

Abyssicola macrochir 

Caelorinchus multispinulosus 

Caelorinchus kamoharai 

Caelorinchus longissimus 

Caelorinchus japoni，四 S

Caelorinchus parallelus 

Zenion japoni，四 m

Zenopsis nebulosa 

Zeusfaber 

Xenolepidichthys dalgleishi 

Antigonia capros 

Antigonia rubesce即

Brotula multibarbata 

Hoplobrotula armata 

訪問mboimberbis 

Ophidion asiro 

N eobythites sivicolus 

Neobythites stigmos山

Neobythites unimaculatus 

Enche/iophis sagamianus 

アンコウ Lophiomus setigerus 

キアンコウ Lophius /itulon 

ノドグロヒメアンコウ Lophiodes 叩 idiator

シモフリハナアンコウ Lophiod，町 miacanthus

ハナオコゼ Histrio histrio 

カエルアンコウ Anten印刷sstriatus 

オオモンカエルアンコウ Anten.叩 riuscommersoni 

ソウシカエルアンコウ Ante，即 ariusscr，初日'$zmus

イロカエノレアンコウ Anten.間 riuspict回

ベニカエルアンコウ Ante，附阻riusnumm~作r

ミドリフサアンコウ Chaun.ax abei 

ホンアサアンコウ Chaunax fimbriatus 

ワヌケフウリュウウオ Malthopsis annulぴera

フウリュウウオ Malthopsis lutea 

アカグツ Ha/ieutaea stellata 

ヘリグロアカグツ Ha/ieutaea sp. 

Hypoptychus dybowskii 

Au/ichthys japonicus 

Gasterost，日lSa，口lieatus

Euryp 毎回四draconis

Pega.四 'slater回 'rlUS

Aulostomus chinensis 

Fistularia commersonii 

Fistularia petimba 

ミツクリエナガチョウチ
ンアンコウ Cryptopsaras couesii 

チョウチンアンコウ

Ceratias holboelli 

-13 -

イタチウオ

ヨロイイタチウオ

ウミドジョウ

アシロ

シオイタチウオ

シマイタチウオ

スミヅキイタチウオ

カクレウオ

シワイカナゴ

クダヤガラ

イトヨ

ウミテング

テングノオトシゴ

ヘラヤガラ

アオヤガラ

アカヤガラ

スケトウダラ

サイウオ

インドサイウオ

トヤマサイウオ

クロハラサイウオ

テナコゲダラ

ヤリヒグ

イチモンジヒゲ

トンガリヒグ

トウジン

ソロイヒグ

キンメダイ

ナンヨウキンメ

イツトウダイ

エピスダイ

ウロコマツカサ

ナミマツカサ

ハシキンメ

ハリダシエピス

マツカサウオ

ソコマトウダイ

カガミダイ

マトウダイ

Grammicolepididaeヒシマトウダイ

Caproidae ヒシダイ

ペニヒシダイ

種

ピワアンコウ

Himantolophidae 

Beryciformes 

Berycidae 

Bregmac怠rotidae

Monocentridae 

Zeiformes 

Macrurocyttidae 

Zeidae 

Trachichthyidae 

Gasterosteiformes 

Hypoptychidae 

Aulorhynchidae 

Gasterosteidae 

Pegasidae 

Ogcocephalidae 

Antennariidae 

Holocentridae 

Aulostomidae 

Fis旬l叩 idae

Chaunacidae 

Macrouridae 

Ophidiiformes 

Ophidiidae 

Carapidae 

Lophiiformes 

Lophiidae 

Ceratiidae 

綱/目/科

ミツクリエナガ
チョウチンアンコウ科

チョウチンアンコウ科

キンメダイ目

キンメダイ科

カエルアンコウ科

ヒシマトウダイ科

ヒシダイ科

マツカサウオ科

マトウダイ目

ソコマトウダイ科

マトウダイ科

トゲウオ目

シワイカナゴ科

クダヤガラ科

トゲウオ科

ウミテング科

フサアンコウ科

イットウダイ科

ヘラヤガラ科

ヤガラ科

ヒウチダイ科

カクレウオ科

アンコウ目

アンコウ科

アカグツ科

サイウオ科

ソコダラ科

アシロ目

アシロ科
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ヨウジウオ科
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Macroramphosus scolopax 

Macroramphos japoni，四 S

Solenostomus leptosoma 

Solenostom山 cyanopterus

Urocampus問問S

F回加calexerythra，四 S

Syngl叩thusschlegeli 

Cosn間四mpusbanneri 

Corythoichthys haematopterus 

Trachyrhamphus se，庁a加S

1ト'achyrhamphusbicoarctatus 

Trachyrhamphus longirostris 

Microphis (0，田 te伽 's)brachyurus 
brach戸lrus

Doryrhamphus (Dunckerocampus) 
dactyliophorus 

Doryrhamp，加!S(Doryrhamp，加's)
eXC1SUS eXC1SUS 

Doryrhamphus (Doryrhamphus) 
japoni，叩 S

Halicampusおothae

Halicampus grayi 

Halicampus punctatus 

Halicampus macrorhynchus 

Syngnathoides biaculeatus 

Acentronura (Acentronura) graci-
lissima 

Hippo叩 mpusmohnikei 

Hippocampus trima，四 'latus

Hippocampus kelloggi 

Hippocampus kuda 

Hippocampus四 'ronatus

Hippocampus sindonis 

Macroramphosidaeサギフエ

ダイコクサギフエ

ホソフウライウオ

カミソリウオ

オクヨウジ

アマクサヨウジ

ヨウジウオ

ヒナヨウジ

イショウジ

ヒアキヨウジ

ワカヨウジ

イトヒキヨウジ

Solenostomidae 

Syngna血idae

綱/目/科

カミソリウオ科

サギフエ科

。
。。
。

。テングョウジ

オイランヨウジ

ヒバショウジ

ノコギリヨウジ

ホソウミヤッコ

ウミヤyコ

ホショウジ

タツウミヤッコ

トグヨウジ

タツノイトコ

サンゴタツ

タカクラタツ

オオウミウマ

クロウミウマ

タツノオトシゴ

ハナタツ

。。
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Crenimugil c陀 nilabis

Oedalechilus labiosus 

Chelon affinis 

Mugil cephalus cephalus 

Chelon haematocheilus 

-
7
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ジ

ダ
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フ

ワ

セ

ボ
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Mugiliformes 

Mugilidae 

ボラ目

ボラ科
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Atherion e，か'mus

Hypoatherina valenciennei 

Hypoatherina白U四 'gae

1so jlosmaris 

ムギイワシ

トウゴロウイワシ

ギンイソイワシ

ナミノハナ

Atheriniformes 

Atherinidae 

トウゴ「ロウイワシ目

トウゴロウイワシ科

Oryzias latipes 

Or戸iassakaizumi 

Hemiramphus lutkei 

Eulept01也amphusviridis 

Hyporhamphus sajori 

Hyporhamphus intermedius 

Oxyporhamphus micropterus 
micropterus 

クロピレサヨリトピウオ Oxyporhamphus co肝 'exusco.肝'exus

Parexocoetus brachypterus 
brachypterus 

Parexocoetus mento mento 

Hirundichthys oxycephalus 

Cypselurus poeciloptel官S

Cypselurus agoo agoo 

Cypselurus pinnatibarbatus 
}apom口臼

Cypselurus hiraii 

Cypselurus heterurus doederleini 

CYl日elurusstarksi 

Strongylura anastomella 

Ablennes hians 

砂'losuruscrocodilus crocodilus 
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ミナミメダカ

キタノメダカ

ナンヨウサヨリ

トウザヨリ

サヨリ

クノレメサヨリ

Notocheiridae 

Beloniformes 

A合ianich血yidae

Hem註mnphidae

ナミノハナ科

ダツ目

メダカ科

サヨリ科

。。。サヨリトピウオExocoetidae トピウオ科
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ハマトビウオ

ホソトピウオ

ツクシトピウオ

アリアケトビウオ

ダヅ

ハマダツ

オキザョリ

Belonidae ダツ科
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η'losurus QI叩 'smelanotus 

Cololabis saira 

Apistus cari，即加

Setarches longimanus 

Parapterois heterura 

Ebosia bl，四keri

Dendrochirus brachypterus 

Dendrochirus bel/us 

Pterois lunulata 

Pterois volita削

Pterois antennata 

Sebastolobus alascanus 

Sebastolobus macn町 hir

Scorpaenopsis neglecta 

Scorpaenopsis iop 

Scorpa，四 OpSlSClrrosa 

pontin悶 macn町 'ephalus

Scorpaena neglecta 

Sco中間叩onaria

Scorpaena miostoma 

Sco伊 aenodes刊 d回

Helicole聞 'shilgendoポ

Hlicolenus ovius 

Sebastiscus I加 'rmoratus

Sebastiscus tertius 

Sebastiscus albofasciatus 

Sebastes ma白ubarae

Hozukius emblemarius 

Sebast，由 owstoni

Sebastes baramenuke 

Sebastes iracundus 

Sebastes glaucus 

Sebastes minor 

Sebastes wakiyai 

Sebastes itinus 

Sebastes taczanowsldi 

Sebastes steindachneri 

Sebastes thompsoni 

Sebastes joyneri 

Sebastes inermis 

Sebastes renlricosus 

Sebastes cheni 

Sebastes schlegelii 

Sebastes oblongus 

Sebastes vul p出

Sebastes zo，開削S

Sebastes ijimae 

Sebastes trivittatus 

Sebastes hubbsi 

Sebastes longis pinis 

Sebastes nivosus 

Seb国 tespachycephalus 

Seb四 tespachycephalus nigricans 

Sebastes聞 dus

Sebastes pachycephalus 
chalcogrammus 

lnimicus japonicus 

lnimicus didactylus 

Minous quincari即 tus

Minaus monodactylus 

Minous pusiU悶

Erosa enωa 

Neocen向 'pogonaeglefinus 
japom四 S

Hypodytes rubripinnis 

Aploactis as pera 

Cocotropus izuensis 

ハチ

アカカサゴ

セトミノカサゴ

エボシカサゴ

シマヒメヤマノカミ

ヒメヤマノカミ

ミノカサゴ

ハナミノカサゴ

ネ?タイミノカサゴ

アラスカキチジ

キチジ

サツマカサゴ

ヒメサツマカサゴ

オニカサゴ

ヒオドシ

イズカサゴ

ブサカサゴ

コクチフサカサゴ

イソカサゴ

ユメカサゴ

オキカサゴ

カサゴ

ウッカリカサゴ

アヤメカサゴ

アコウダイ

ホウズキ

ハツメ

ノてラメヌケ

オオサガ

クロメヌケ

アカガヤ

ガヤモドキ

ヤナギメバノレ

エゾメバル

ヤナギノマイ

ウスメノ~}レ

トゴyトメバノレ

アカメバノレ

クロメパノレ

シロメバノレ

クロソイ

タケノコメノ~jレ

キツネメノTノレ

タヌキメノてノレ

コウライキツネメバノレ

シマゾイ

ヨロイメノ苛ノレ

コウライヨロイメパノレ

ゴマソイ

ムラソイ

ホシナシムラソイ

オウゴンムラソイ

テンジクダツ

サンマSωmberesocidae 

Scorpaenifor盟国

Scorpaenidae 

サンマ科

カサゴ目

フサカサゴ科

。。。。アカプチムラソイ

オニオコゼ

ヒメオニオコゼ

イトオコゼ

ヒメオコゼ

ヤセオコゼ

ダノレマオコゼ

Synanceiidae オニオコゼ科

戸

h
d

T
i
 

ナガハチオコゼ

ハオコゼ

イボオコゼ

イズオコゼ

Tetrarogidae 

Aploactinidae 

ハオコゼ科

イボオコゼ科
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Erisphex potlii 

Kanekonia jiorida 

Pterygotrig/a multiocellata 

Pterygotrig/a hemisticta 

Chelidonichthys s pinosus 

Lepidotrig/a a/ata 

Lepidotrig/a japonica 

Lepidotrig/a kanagashira 

Lepidotrig/a punctipectoralis 

Lepidotrig/a guentheri 

Lepidotrig/a kishinouyei 

Lepidotrig/a microptera 

Lepidotrig/a hime 

Lepidotrig/a abyssalis 

Peristedion orienta/e 

Satyrichthys amiscus 

Satyrichthys rieffeli 

Satyrichthys mo/uccensis 

Bembras japonica 

Parabembras四 rta

P/atycepha/us sp 

Rogadi山田per

Cymbacepha/us beauforti 

lnegocia japonica 

lnegocia ochiaii 

Cociella crocodi/a 

Suggrundus meerdervoortii 

Ratabu/，出 diversidens

Thysanophrys ce/ebica 

Onigocia spinosa 

Onigocia macro/epis 

Hoplichthys /angsdorfii 

Hoplichthys gi/berti 

Hoplichthys regani 

Hoplichthys fi/amentosus 

Hoplichthys fasciatus 

Eri/epis zonifer 

Anop/opo.刷 fimbria

Pleurogrammus azonus 

P/，自lrogrammusmonopterygius 

Hexagrammos agrammus 

Hexagrammos stelleri 

Hexagrammos octogrammus 

Hexagrammos otakii 

Hexagrammos /agocepha/us 

E陀 uniasgrallator 

Maruk，側 lichthysambu/ator 

Rhamphocottus richardsonii 

Hemitripterus villosus 

B/epsi田 cirrhosus

B/epsias bi/obus 

N叩 tiehthyspribilovius 

7子ig/opsjordani 

Trig/ops pingeli pingeli 

T干ig/opsscepti口岨

Gymnocanthus intermedius 

Gymnocanthus detrisus 

Gymnocanthus herzensteini 

Gymnocanthus pistilliger 

Enophrys diceraus 

Hemi/epido血sgilberti 

Hemi/epido加spapilio 

Astrocotlus /eprops 

Ricuzenius pii即 torom

Astrocottus ma白ubarae

lce/us cataphractus 

lce/us toyame.出 is

1 ce/us ochotensis 

アプオコゼ

ハナチゴオコゼ

オニソコホウボウ

ソコホウボウ

ホウボウ

イゴダカホデリ

トゲカナガシラ

ヒレナガカナガシラ

ヒレホシカナガシラ

カナド

オニカナガシラ

カナガシラ

ヒメソコカナガシラ

ソコカナJゲシラ

キホウボウ

ヒゲキホウボウ

イソキホウボウ

オキキホウボウ

アカゴチ

ウパゴチ

マゴチ

マツバゴチ

エンマゴチ

トカゲゴチ

ワニゴ、チ

イネゴチ

メゴチ

ハナメゴチ

セレベスゴチ

オニゴチ

アネサゴチ

ナツハリゴチ

ソコハリゴチ

ハリゴチ

イトハリゴチ

シマハリゴチ

Anoplopomatidae アプラボウズ

ギンダラ

ホyケ

キタノホッケ

クジメ

エゾアイナメ

スジアイナメ

アイナメ

ウサギアイナメ

トリカジカ

マノレカワカジカ

クチパシカジカ

ケムシカジカ

イソパテング

ホカケアナハゼ

オコゼカジカ

カラフトカジカ

ホッキョクカジカ

ニラミカジカ

アイカジカ

セピロカジカ

ツマグロカジカ

ハゲカジカ

オニカジカ

ヨコスジカジカ

クジャクカジカ

ホホウロコカジカ

マツカジカ

セトカジカ

コオリカジカ

トミカジカ

コプコオリカジカ

種網/目/科

Triglidae ホウボウ科

Peristediidae 

Bembridae 

Parabembridae 

Platycephalidae 

Hoplichthyidae 

キホウボウ科

アカゴチ科

ウバゴチ科

コチ科

ハリゴチ科

Hexagrammidae 

ギンダラ科

アイナメ科

po 
t
E
A
 

Ereuniidae 

Rhamphocottidae 

Hemitrlpteridae 

Cottidae 

トリカジカ科

クチパシカジカ科

ケムシカジカ科

カジカ科
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1 celus slenosom出

Slelgislrum sl，り加'geri

lcelinus japonicus 

Cottus reinii 

Coltus hangionge，即日

Alopocoltus Iribranchius 

Arlediellus neyelovi 

Arlediellus ochole即 日

Arlediellus dydymovi 

Arlediellus fuscimenlus 

Arlediellus minor 

Cott山知'zika

Cottius，四 lusschmidti

Cottiusculus nihonkaiensis 

Cottiusculus gonez 

Microcoltus sellaris 

Argyrocottus zanderi 

Taurocottus bel宮1

Myoxocephalus jaok 

Myoxocephalus slelleri 

Myoxocephalus brandli 

Myoxocephalus polyacanlhocepha-
lus 

Porocol，削'sallisi 

Oligocottus I間四losus

Porocoltus lenlaculatus 

Ocynecles maschalis 

Ocynecles mod，出 lus

Vellilor cenlropomus 

Vellilorminu削s

Alcichlhys elongalus 

Furci即 ishikawae

Fu町 inaosi"回e

Bero elegans 

Pseudoblennius zonosligma 

Pseudoblennius sp.l 

Pseudoblennius lolomh日

Pseudoblennius argenl，四 S

Pseudoblennius colloides 

Pseudoblennius percoides 

Pseudoblennius sp2 

Pseudoblennius marmoralus 

Radulinopsis laranelzi 

Pseudoblennius sp.4 

Malacocoltus gibber 

Malacocoltus zonu叩 S

Dasycott，出 seliger

Eurymen gyri，聞 S

Psychrolules paradoxus 

Podolhecus sachi 

Podolhecus hamlini 

Podolhecus slurioid，回

Freemanichlhys Ihompsoni 

Leplagonus leplorhynchus 

Leplagon凶斤'enatus

Pallasi，叩 barbala

Tilesina gibbosa 

Brachyopsis roslralua 

Occella dodecaedron 

Occella iburia 

Occella kuronumai 

Occellakasm叩 E

Percis japoni，四 S

Hypsagonus proboscidalis 

Hypsagonus jordani 

Hypsagonus quadricornis 

Hypsagonus corniger 

Bolhragonus occidenlalis 
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ヤセコオリカジカ

オットセイカジカ

アタスジカジカ

ウツセミカジカ

カンキョウカジカ

カワリアナハゼ

オシマオキカジカ

オホーツクカジカ

コプオキカジカ

ノドグロオキカジカ

ヒメカジカ

カマキリ

キンカジカ

ニホンキンカジカ

オキヒメカジカ

オホーツクツノカジカ

イトヒキカジカ

キリカジカ

オクカジカ

ギスカジカ

シモフリカジカ

種綱/目/科

ヴ
，

唱

i

アサカジカ

プチカジカ

イトフサカジカ

イダテンカジカ

ムツカジカ

スイ

ヒメスイ

ニジカジカ

サラサカジカ

キヌカジカ

♂ミロ

オピアナハゼ

ノ、タタテアナハゼ

ハマアナハゼ

ヤナギアナハゼ

アサヒアナハゼ

アナハゼ

キリンアナハゼ

アヤアナハゼ

キマダラヤセカジカ

ハクセンアナハゼ

ヤマトコブシカジカ

コブシカジカ

ガンコ

ヤギシリカジカ

ウラナイカジカ

トクピレ

チシマトクピレ

サメトクピレ

ヤセトクピレ

テングトクピレ

ヤセテングトクピレ

ヤギウオ

オニシャチウオ

シチロウウオ

カムトサチウオ

サプロウ

シロウ

ヤセサプロウ

イヌゴチ

アツモリウオ

クマガイウオ

ヅノシャチウオ

トンガリシャチウオ

サイトクピレ

トゲカジカ

Psychrolutidae ウラナイカジカ科

Agonidae トクピレ科
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Anoplagonus occidentalis 

Aspidophoroid，回 monop脂'rygz出

Lethot，陀 musawae

Cyclopteropsis bel宮Z

Cyclopteropsis lindbergi 

Eumicrotremus birulai 

Eumicro的開Isorbi，旨

Eumicrotremus taranetzi 

Eumicrotremus pacが'cus

Aptocyclus ventricosus 

Liparis miostomus 

Liparis punctulatus 

Liparis burkei 

Liparisfi問 natus

Liparis owstoni 

Liparis tanakai 

Liparist，田'sellatus

Liparis ochote，即 is

Liparis agassizii 

Crystallichthys matsushimae 

Ca問proctus功。domeJas

Ca問proctussegaliensis 

Careproctus sine即 日

Ca問pn町削!Strachysoma 

Ca陪proctusrastrinus 

Ca陪，proctuscolletti 

Ca問，proctusnotosaikaiensis 

Paraliparis atraml即臼t山

Paraliparis entochloris 

Daicocus peterseni 

Dactyloptena gilberti 

Dactyloptena orientalis 

。

。。
。

ニセナメトクピレ

タテトクピレ

ダンゴウオ

コプフウセンウオ

ナメフウセンウオ

コンペイトウ

イボダンゴ

ナメダンゴ

フウセンウオ

ホテイウオ

コクチクサウオ

スナピクニン

ニセソコシロ

カンテンピクニン

オーストンクサウオ

クサウオ

ピクニン

イサゴピクニシ

エゾクサウオ

アパチャン

ノTラピクニン

カラフトピクニン

セキチクピクニン

ザラピクニン

サケピクニン

アラスカピクニン

ノトサイカイピクニン

インキウオ

モモイロインキウオ

ホシセミホウボウ

オキセミホウボウ

セミホウボウ

種綱/目/科

。

。
。

。。

0 
00  

。。

00  
0 

Cyclopteridae 

Liparidae 

ダンゴウオ科

クサウオ科

Dactylopteridae セミホウボウ科
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Lateolabrax japonicus 

Lateolabrax latus 

Lateolabrax maculatus 

Stelぜ'olepisdoederleini 

Stereolepis gigas 

Synagrops japonicus 

Synagrops philippinensis 

Malakichthys wakiyae 

Malakichthys gr百四s

Acropoma japonicum 

Doederleinia berycoides 

N伊honspinosus 

Chelidoperca hirundinacea 

Luzonichthys waitei 

Chelidoperca pleurospila 

Caprodon schlegelii 

Plec什'anthiaskelloggi a甜 n担問S

Plectranthias japonicus 

Sacura"悶 'rgaritacea

To叩 namwae

Pseudanthias squamipinnis 

Pseudanthias rubrizonat悶

Ps即 danthiaselongatus 

Pseudanthias fi田 ciatus

Plectropomus leopordus 

Triso dermopterus 

Anyperodon leucogrammicus 

Epinephelus septemJasciatus 

Epinephelus areola加S

Epinephelus lanceolatus 

Epinephelus poecilonotus 

Epinephelus akaara 

Epinephelus Jasciatus 

Epinephelus bruneus 

Epinephelus '"γ'oara 

。

。。。

。。
噌
B
A

スズキ

ヒラスズキ

タイリクスズキ

オオクチイシナギ

コクチイシナギ

スミクイウオ

ヒメスミクイウオ

ワキヤハタ

オオメハタ

ホタノレジャコ

アカムツ

アラ

ヒメコダイ

ミナミハナダイ

ホシヒメコダイ

アカイサキ

アズマハナダイ

カスミサクラダイ

サクラダイ

ヒメハナダイ

キンギョハナダイ

アカオピハナダイ

ナガハナダイ

スジハナダイ

スジアラ

トピハタ

アズキハタ

マハタ

オオモンハタ

タマカイ

イヤゴハタ

キジハタ

アカハタ

クェ

アオハタ

Percifonnes 

Moronidae 

Polyprionidae 

Acropomatidae 

スズキ目

スズキ科

イシナギ科

ホタルジャコ科

Serranidae ハタ科
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種綱/自/科
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0000000  
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。
0000  。Callanthiidae 

Pseudochromidae 

Plesiopidae 

シキシマハナダイ科

メギス科

タナパタウオ科 0
0
0
 

0
 

Opistognathidae アゴアマダイ科
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Banjosidae 

Priacanthidae 

チョウセンパカマ科

キントキダイ科
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Apogonidae テンジクダイ科
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G)明間'pogon)apomcus 

Branchiostegus albus 

Branchiostegus japonicus 

Branchiostegus auratus 

Branchiostegus argenta削S

Scombropsb叩戸

Scombrops gilberti 

Echeneis naucrates 

Remorina albescens 

Phtheirichthys lineatus 

Remora brachyptera 

Remorare明ora

Remora osteochir 

Remora pallida 

Remora australis 

Rachycentron canadum 

Coryphaena hippu問 S

Coryphaena equiselis 

Menen叩 culata

Parastromateus niger 

Elagatis bipinnulata 

N aucrates ductor 

Seriola伊linqueradiata

Seriolina nigrofasciata 

Branchiostegidae アマダイ科

。

Scombropidae 

Echeneidae 

アオハタモFキ Epinephelus stictus 

コモンハタ Epinephelus epistictus 

チャイロマノレハタ Epinephel悶印'ioides

ヤイトハタ Epine]治d回 malabari口6

モヨウハタ Epinephelus伊lOyanus

ノミノクチ Epinepheli悶 trin間四la加S

サラサハタ Chromileptes altivelis 

キハッソク Diploprion bifi田 'CIa加m

Jレリハタ Aulao町 ep加l回 t酬 mincki

ヌノサラシ Grammistes sexlineatus 

ジャノメヌノサラシ Grammistops ocella加

シキシマハナダイ Callanlhi，国 japonicus

メギス Labracinus cyc/ophthalma 

タナパタウオ Pl田 IOpSCI山間lleolinea加S

ナカハラタナパタウオ Plesiops nakaharae 

ニジアマダイ Opistog1回thus四 'er，聞 nni

アゴアマダイ Opistog1担thushopkinsi 

ニラミアマダイ Opistognathus iyonis 

カエルアマダイ Stalix histrio 

ホソミアゴアマダイ Opistognathus sp. 

チョウセンパカマ Banjos banjos 

チカメキントキ Cookeolus japonicus 

ホウセキキントキ Priacanthus hamrur 

アカネキントキ Priacanthus blochii 

キントキダイ Priacanthus macra印 'nthus

クノレマタ・ィ Pristigenys niphonia 

サクラテンジクダイ Cercamiae，問 'mia

ユカタイシモチ Apogon exostigma 

オグロテンジクダイ Apogonfi附口ι

テッポウイシモチ Apogonkie即日

ネンプツダイ Apogon semilin，印刷

フウライイシモチ Apogon quadr抑sciatus

キンセンイシモチ Apogon properuptus 

スジイシモチ Apogon cookii 

コスジイシモチ Apogon endekataenia 

オオスジイシモチ Apogon doederleini 

ウスジマイシモチ Apogon angus印加S

マトイシモチ Apogon carinali悶

テンジクダイ Apogonlinea加S

クロイシモチ Apogon niger 

クロホシイシモチ Apogon notatus 

ナミダテンジクダイ Apogon savaye即日

ホソスジナミダテンジク
ダイ Apogon朋 M出

クダリボウズギス

シロアマダイ

アカアマダイ

キアマタ恥イ

スミツキアマダイ

ムツ

クロムツ

コバンザメ

シロコパン

スジコパン

クロコノTン

ナガコパン

ヒシコパン

ヒナコパン

オオコパン

スギ

シイラ

エピスシイラ

ギンカJゲミ

クロアジモドキ

ツムプリ

プリモFキ
プリ

アイプリ

ムツ科

コバンザメ科

nu 

噌

E-a

Rachycentridae 

Coryphaenidae 

Menidae 

Carangidae 

スギ科

シイラ科

ギンカガミ科

アジ科



肱

F
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γ
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E
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Seriola lalandi 

Seriola dumerili 

Seriola rivoliana 

Trachurus japonicus 

Mega/，ω:pis cordyla 

Scomberoid，町 tol

Scomberoides lysan 

Scomberoid，田 commersonza.間 S

Trachinatus bail/onii 

Decapterus 71叫 crosoma

Decapterus T1回開'adsi

Decapterus akaadsi 

Decapterus tabl 

Decapterus muroadsi 

Decapterus T1回carel/us

Selar crumenophthalm出

Selaroides leptolepis 

d加leT1悶 te

Cara悶 S田ifasciatus

Caranx til/e 

Alectis indicus 

Alectis ciliar日

Caranx ignobilis 

Uraspis helvola 

Atropus atropos 

Ps四 docaranxdentex 

Kaiwarinus equula 

Carangichthys dinema 

Carangichthys oblongz.日

Carangoides orthogrammus 

Carangoides ferdau 

Carangoides fulvoguttatus 

Carangoid，四 hedlandensis

Carangoides am悶削S

Carangoides chrysophrys 

Nuchequula問 chalis

Phatoplagios elonga削

Leiognathus勾uuli悶

Phatoplagi，田 ri"四 latus

Pteraclis aesticola 

Pterycombus petersii 

Taractichthys steindachneri 

BraT1回 d.日'Sumlerz

Bra脚 japonica

Brama myersi 

Taractes asper 

Taractes問 b四回出

Platyberyx 71叩 cropus

EmT1官:lichthyss的 Ihsakeri

Erythroc/.回 schlegelii

Erythrocles microceps 

Lutja即 saf宮entima四 lat師

Lutjanus russel/ii 

Lutja即 'sbengalensis 

Lutja即 sophuysenii 

Lutjanus stellatus 

Lu加出'sg，めbus

Lutja即 ssebae 

Etelis corusca即

Aphareus rutila町

Pristipomoid，回 multidens

Pristipomoides sieboldii 

Paracaesio xanthura 

Ca，田';0ωning

Pterocaesio trilineata 

Pterocaesio diagramT1悶

Pterocaesio tile 

Pterocaesio marri 

ヒラマサ

カンパチ

ヒレナガカンパチ

マアジ

オニアジ

ミナミイケカツオ

イケカツオ

オオクチイケカツオ

コパンアジ

モロ

マノレアジ

アカアジ

オアカムロ

ムロアジ

クサヤモロ

メアジ

ホソヒラアジ

マテアジ

ギンガメアジ

ミナミギンガメアジ

ウマヅラアジ

イトヒキアジ

ロウニンアジ

オキアジ

クボアジ

シマアジ

カイワリ

イトヒラアジ

テンジクアジ

ナンヨウカイワリ

クロヒラアジ

ホシカイワリ

リュウキュウヨロイアジ

ヨロイアジ

ヒシヨロイアジ

ヒイラギ

ヒメヒイラギ

セイタカヒイラギ

オキヒイラギ

ベンテンウオ

リュウグウノヒメ

ヒレジロマンザイウオ

ヒメシマガツオ

シマガツオ

オナガシマガツオ

マンザイウオ

ツノレギエチオピア

ヤエギス

ロウソクチピキ

ハチピキ

ヒチピキ

ゴマフエダイ

クロホシフエダイ

ヨスジフエダイ

ヨコスジブエダイ

フエダイ

ヒメフエダイ

センネンダイ

ハマダイ

オオグチイシチピキ

ナガサキフエダイ

ヒメダイ

ウメイロ

ユメウメイロ

イッセンタカサゴ

タカサゴ

クマササハナムロ

ニセタカサゴ
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Leiognathidae 

Bramidae 

ヒイラギ科

シマガツオ科
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Caristiidae 

Emmelichthyidae 

ヤエギス科

ハチピキ科 。
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Lutj叩 idae

Caesionidae 

フエダイ科

タカサゴ科
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Lobotes suri，即脚間is

Gerres erythrourus 

Gerr~田 ]apomcus

Gern田 filamentosus

Gerres equuli即

Hapalogenys sennin 

Hapalogenys nigrip的nzs

Hapalogenys kishi，即 'llyei

Hapalogenys mucronat出

Paraprist，伊omaIrilinealum 

Plectorhinchus cinctus 

Diagraml叩 pictum

Plectorhinchus pi，四 S

Pentapodus叩 Igasakie.間 is

Nemipterus virgatus 

Nemipterus bathybius 

Parascolopsis tose即 日

Par4田 colopsisinermis 

Parascolopsis eriomma 

S parus sarba 

Acanthopagrus schlegelii 

Acanthopagrus latus 

Evynnis tumiJrons 

Evynnis cardi，叩 lis

Pagrus major 

Argyrops bleekeri 

Dentex hypselosomus 

Gymnocranius gris目U

Lethrinus genivittatus 

Lethrinus atkinsoni 

Lethrii即 slentjan 

Lethrii即 snebulosus 

Lethrinus hael加 topterus

Johnius grypo，加S

Nib回 albiflora

Protonibea diacanthus 

Nibea mitsukurii 

Pennahia argentata 

Atrob凹'ccanibe 

Miichthys miiuy 

Lorimichthys poか'actis
Sillago japonica 

Sillago parvisquam日

Sillago aeolus 

U peneus tragula 

Upen.甜 'sjaponi，口。

Parupeneus barberinoides 

Mulloidichthys vanicole即日

Pa問 lpe明間 multiJasciatus

Parupeneus indicus 

Pa間P冊 目ISpl，即 rostign悶

Pa，間 Ipeneusheptacanthus 

Parupeneus chrysopleuron 

Parupeneus cilia削S

Parupen四'sspilurus

Parapriacanthus ra町 onneti

Pempheris japonica 

Pempheris schwenkii 

Gl，側 co，印刷hebraicum

Heniochus chη'sostomus 

H eniochus singularius 

Heniochus acuminatus 

Heni，町 husdiphr四郎

Hemitaurichthys poか'lepis
Coradion altivelis 

Chaetodon auriga 

Chaetodon lunula 

Chaetodon modestus 

マツダイ

セダカクロサギ

ダイミョウサギ

イトヒキサギ

クロサギ

ヒゲダイ

ヒグソリタFイ

シマセトダイ

セトダイ

イサキ

コショウダイ

コロダイ

アジアコショウダイ

イトタマjfシラ

イトヨリダイ

ソコイトヨリ

キスジタマガシラ

タマガシラ

アカタマガシラ

ヘダイ

クロダイ

キチヌ

チダイ

ヒレコダイ

マダイ

タイワンダイ

キダイ

メイチダイ

イトフェアキ

イソフェアキ

シモフリフェフキ

ハマフェフキ

フェフキダイ

コニベ

コイチ

ゴマニベ

ニベ

シログチ

クログチ

ホンニベ

キグチ

シロギス

アオギス

ホシギス

ヨメヒメジ

ヒメジ

インドヒメジ

アカヒメジ

オジサン

コノTンヒメジ

リュウキュウヒメジ

タカサゴヒメジ

ウミヒゴイ

ホウライヒメジ

オキナヒメジ

キンメモドキ

ヅマグロハタンポ

ミナミハタンポ

アオパダイ

ミナミハタタテダイ

シマハタタテダイ

ハタタテタ+イ

ムレハタタテタ令イ

カスミチョウチョウウオ

タキゲンロクタゃイ

トゲチョウチョウウオ

チョウハン

グンロクダイ

種

Lobotidae 

Gerreidae 

綱/目/科

マツダイ科

クロサギ科

Haemulidae イサキ科
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Nemipteridae イトヨリダイ科

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0
 

0

0

 

0

0

 

。。0
 

0
0
0
0
 

0

0

0

 

0
 

Sparidae 

Lethrinidae 

タイ科

フェフキダイ科

。
o 0000  

000000000  
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Sciaenidae ニベ科
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Sillaginidae 

Mullidae 

キス科

ヒメジ科

。
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Pempheridae 

Glaucosomatidae 

Chaet吋ontidae

ハタンポ科

アオパダイ科

チョウチョウウオ科
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0 
0000  

000  0000  。000  

フウライチョウチョウウオ ChaetQdonvagabundus 

ニセフウライチョウチョ
Chaetodon lineolatus 

ウウオ

テングチョウチョウウオ Chaetodonselene 

チョウチョウウオ ChaetQdon四 ripes

ツキチョウチョウウオ Chaetodon wiebeli 

シラコダイ Chaetodonn伊'pon

サザナミヤyコ Pomacl叩 thussemicirculatus 

タテジマキンチャクダイ Pomacanthusimperator 

キンチャクダイ Chaetodontoplus septentrionalis 

テシグダイ Evistias a，四前回'tris

ツボダイ Pentaceros japonicus 

カワピシャ Histiopterus typus 

オキゴンベ Cirrhitichthys捌 r四 S

タカノハダイ Goniistius zo，叩 加S

ユウダチタカノハ Goniistius quadricornis 

ミギマキ Goniistius zebra 

アカタチ Acanthocepola krusensternii 

スミツキアカタチ Cepola schlegeli 

イッテンアカタチ Acanthocepola limbata 

ウミタナゴ Di什'ematemminckii temminckii 

アオタナゴ Ditren岡 山ride

アカタナゴ Ditrema jordani 

オキタナゴ Neoditre，間 ransonneti

クマノミ Amphipr，ωnc/arkii 

マツバスズメダイ Chromis fumea 

スズメダイ Chromis notata 

キホシスズメダイ Chromisyan悶k削 ，ai
コガネスズメダイ Chromis albicauda 

デパスズメダイ Chromis viridis 

ミツボシクロスズメダイ Dascyllustrimaculatus 

オキナワスズメダイ Pomachromis richardsoni 

シマスズメダイ Abudefduf sordidus 

イソスズメダイ Abudefduf notatus 

ロクセンスズメダイ Abudefduf sexfasciatus 

テンジクスズメダイ Abudefduf bengalensis 

オヤピッチャ Abudefduf vaigiensis 

シリキノレリスズメダイ Chrysiptera parasema 

アオスジスズメダイ Chrysiptera caeruleolineata 

jレリスズメダイ ChりIsipteracyanea 

クロスズメダイ N回，glyphidodonmelas 
セグロスズメダイ Dischistodus melano加S

オジロスズメダイ Pon回 cen加 ISchrysurus 

ソラスズメダイ Pomacentrus coelestis 

ナガサキスズメダイ Pomacentrus nagl田 akie，回目

フチドリスズメダイ Stegastes fasciolatus 

セダカスズメダイ Stegastes al，加S

クロソラスズメダイ Stegastes nigrica，国

ヒメコトヒキ Terapon theraps 

コトヒキ Terapon jarbt岬

ヨスジシマイサキ Pelates quadrilineatus 

シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus 

タカベ Labracoglossa argentiventris 

ギンユゴイ Kuhliamugil 

イシダイ Oplegnathus fascia加S

イシガキダイ Oplegnathus punctat山

テンジクイサキ Kyphosus cinerascens 

イスズミ Kyphosus vaigiensお

ノトイスズミ Kyphosus bigibbus 

ミナミイスズミ Kyph白山pacificus

カゴカキダイ Microcanthus striga加S

オキナメジナ Girella mezi，叩

メジナ Gi陀 lIapunctata 

クロメジナ Girella leonina 

メダイ Hyperoglyphe japonica 

イボダイ Psenopsis anomala 

ニセイボダイ Psenopsis shojimai 

マナガツオ Pampus punctatissimus 

種綱/目/科

Pomacan血idaeキンチャクダイ科

Penlacerotidae 

Cirrhitidae 

Cheilodactylidae 

Cepolidae 

Embiotocidae 

カワピシャ科

ゴンベ科

タカノハダイ科

アカタチ科

ウミタナゴ科
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Pomacentridae スズメダイ科

Terapontidae 

Scorpididae 

k吐lliidae

Oplegnathidae 

Microcanthidae 

Girellidae 

Kyphosidae 

シマイサキ科

カゴカキダイ科

メジナ科

タカベ科

ユゴイ科

イシダイ科

イスズミ科

Centrolophidae 

S甘omateidae

イボダイ科

マナガツオ科
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Pampus echinogaster 

Psenes arafure，市 is

Psenes pel/ucidus 

Ps朗自 cy，四 ophrys

Cubiceps squamiceps 

Nomeus gronovii 

Ariomma indica 

Ariomma luridum 

Polydactylus plebeius 

Eleutheronema teヶ'adactylum

Choerodona.叩 rio

Semicossyphus reticula.削S

Bodianus bilunula.加s

Bodianus oxycephalus 

Cheilio inermis 

Labroides dimidiatus 

Pteragogus a.urigarius 

Pseudolabrus s励。，fdj

Ps，四 dolabruseoethii即 S

Suezichthys gracilis 

Suezichthys an伊国加S

Stetho julis trilineata 

Stetho julis inte，庁 uptaterina 

Pseudojuloides elongat，附

Thalossomaω'pido 

Thalassoma amblycephalum 

Thalassoma purpu閉 1m

Thalasso.間 lutescens

Thalassoma lunare 

Halich四月'spoecilopte叩 S

Halich由民百 te.刷 ispinnis

Coris dorsomacula 

Coris picta 

Cirrhilabrus temminckii 

Cheilinus chlorourus 

Oxycheilinus bil1岡田la加S

Xyrichtys dea 

Xyrichtys pavo 

Xyrichtys niger 

Calotomus japonicus 

Scarus ovψ'ons 

Bathymaster der)・ugini

Zoarcesgilli 

Zoarces elongatus 

L ycozoarces陪'gam

Lyc，臼fesnakamurai 

Lyco.des nishimurai 

Lyco.des hubbsi 

Petroschmidtia toyamensis 

Bilabria ornata 

Petroschmidtia albonotata 

Lycodes sadoensis 

Lycod，回 ca.udil1悶culatus

L ycodes teraoi 

L ycodes soldatovi 

Davidijordania poecilimon 

Davidijordan臼 lacerti，叩

D四 'idijordaniajordaniana 

L ycodes uschakovi 

Lycodes japonicus 

Lycodes brunneofasciatus 

Lycodes pa.ucilepidotus 

Lycodes sigl1回toides

Lycodes tanakae 

Lycodes 11回crolepis

Lycodes yama加i

Lycodes 11回tsubarai

Bothrocara hol/andi 

。。

円。
円

L

コウライマナガツオ

クラグウオ

ハナピラウオ

スジハナピラウオ

ボウズコンニャク

エボシダイ

マノレイボダイ

オオメメダイ

ヅノTメコノシロ

ミナミコノシロ

イラ

コプダイ

キツネベラ

キツネダイ

カマスベラ

ホンソメワケベラ

オハグロベラ

ホシササノハベラ

アカササノハベラ

イトベラ

アデイトベラ

オニベラ

カミナリベラ

オトヒメベラ

ニシキベラ

コガシラベラ

キヌベラ

ヤマプキベラ

オトメベラ

キュウセン

ホンベラ

スジベラ

ムスメベラ

イトヒキベラ

アカテンモチノウオ

タコベラ

テンス

ホシテンス

クロテンス

プダイ

アオプダイ

スミツキメダマウオ

コウライガジ

ナガガジ

セダカゲンゲ

クロゲンゲ

オロチゲンゲ

ヨコスジクロゲンゲ

アゴグシゲ

ウサゲンゲ

ハナグング

サドヒナゲンゲ

イレズミガジ

ヒナゲンゲ

クロガジ

サラサガジ

ナガサラサガジ

ジョノレダンゲンゲ

カワリゲンゲ

アシナガゲンゲ

ハラスジゲンゲ

ノ、グマユガジ

エスジガジ

タナカグンゲ

ヨコシマガジ

ヤマトマユガジ

マツバラグンゲ

ノロゲンゲ

種綱/目/科

Nomeidae エポシダイ科

Ariommatidae オオメダイ科

Polynemidae 

Labridae 

ツバメコノシロ科

ベラ科

Scaridae 

Bathymasteridae 

Zoarcidae 

プダイ科

メダマウオ科

ゲンゲ科
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Gymnelus viridis 

Bothrocara tana初e

Bothrocara molle 

Gymnelopsis ochote回 目

De，ηuginia japonica 

Neozoa陀 essteindachneri 

Zoarchi田 maJor

Zoarchi，国間間ji，四S

Zoarchi，四 hosoyai

Krusensterniella maculata 

Chirolophis saitone 

Bryozoichthys Iysimus 

Soldatovia polyactocephola 

Chirolophis snyderi 

Chiroloph日japoni四 S

Stichaeus grigoヮ.日vi

Stichoeus noz，品価i

Stichoeus ochriamkini 

Sticho，四'sfus四 S

Ernogrammus hexagrammus 

Stichoeopsis epallax 

Dictyosoma burgeri 

Dictyosoma rubtimaculatum 

Stichaeopsis nana 

Ascoldia variegata knipowitschi 

Lumpenopsis triocellata 

Lumpenus sa!戸/la

Acantholumpenus mackayi 

Lumpenella longirostris 

Anisa，町h問 問acrops

Opisthocentrus zo即 'pe

o pisthocentrus tenuis 

Pholidapus dybowskii 

Opisthocentrus ocella加s

Alectrias mutsuensis 

Alectrias benjamini 

Alectrias n悶rk，酢 'ichi

Xenolumpenus long伊terus

Cryptacathoid.回 bergi

Pholispicta 

Pholisfasc回 ta

Rhodyn聞 ichthysdolichog，田 'ter

Pholis ornata 

Pholis即伽'Iosa

Pholis cr，田 sispina

AI叩'rhichasorientalis 

Zaprora silenus 

Arct，田 copusjaponicus 

Parapercis snyderi 

Parapercis omn叩'1ura

Parapercis pulchella 

Parapercis sexfasciata 

Parapercis decemfasciata 

Parapercis aurantica 

Parape町ismultifasc国師

Parape，陀 'lsn叩 crophthob叩

Pteropsaron evola即

Osopsaron formosensis 

Acanthophritis ur，∞'rum 

Acanthaphritis barbata 

Ma白ubara，印 fusiforme

Bembrops caudil間四'Ia

Bembrops curvatura 

Trichonotus filament，田 us

Tricho，即 t山 setiger

Champsodon snyderi 

Champs臼ionguentheri 

Ammodytes perso問 tus

ハダカゲンゲ

カンテンゲンゲ

シログンゲ

オホーツクゲンゲ

ニラミゲンゲ

ハナイトギンポ

オオカズナギ

カズナギ

ノトカズナギ

アイハレガジ

アキギンポ

フサカケギンポ

キタフサギンポ

ハナプサギンポ

フサギンポ

ナガヅカ

タウエガジ

キタタウエガジ

ヅチガジ

ムスジガジ

アメガジ

ダイナンギンポ

ベニツケギンポ

ゴマギンポ

ドロギンポ

ミツボシギンポ

ウナギガジ

ヌイメガジ

ネズミギンポ

メダマギンポ

オキカズナギ

ハナジロ3ゲジ

ムロランギンポ

ガジ

ムツムシャギンポ

ムシャギンポ

ヒナムシャギンポ

フリソデガジ

Cryp胞団n血odidaeノ、ダカオオカミウオ

Pholidae ニシキギンポ

ヒモギンポ

ハコダテギンポ

アヤギンポ

ギンポ

タケギンポ

オオカミウオ

ボウズギンポ

ノ、タノ、タ

コウライトラギス

マトウトラギス

トラギス

クラカケトラギス

ユウダチトラギス

アカトラギス

オキトラギス

シズクトラギス

ホカケトラギス

ウサギトラギス

フタホシヒゲトラギス

ヒゲトラギス

マツバラトラギス

アイトラギス

ナミアイトラギス

クロエリギンポ

ベラギンポ

Champsodontidae ワニギス

クロワニギス

イカナゴ

種綱/目/科

Stichaeidae タウエガジ科

A
吐ヮ“

Anarhichadidae 

Zaproridae 

Trichodontidae 

Pinguipedidae 

Percophidae 

Trichonotidae 

Ammod戸idae

ハダカオオカミウオ科

ニシキギンポ科

ホカケトラギス科

オオカミウオ科

ボウズギンポ科

ハタハタ科

トラギス科

ベラギンポ科

ワニギス科

イカナゴ科



Embolichthys mitsukurii 

Uran田 copusjaponicus 

Uranoscopus chinel日'is

Xenocephalus elongatus 

Uranoscopus tosae 

Ichthyscopus lebeck sannω 
Uranoscopus bicinctus 

Springerichthys bap加問3

Enn印 'pterygiusethe田 tomus

Neoclinus bryope 

Neoclinus okazakii 

Neoclinus lacunicola 

Neoclinus nudiceps 

Parablennius yatabei 

Scartella 四四宮inata

Entomacrodus stellifer stellifer 

Entomacrodus striatus 

Istible朋 iusenosimae 

La伊hogt目的凶 multimaculatus

Omabranchus fasciolatoceps 

Omobranchus punctatus 

Omobranchus elegans 

Petroscirtes springeri 

Petroscirtes breviceps 

As pidontus taeniatus taeniatus 

As pidontus dussumieri 

Plagiotr，日間ISrhinorhynchos 

Xiphasia setifer 

As pasmichthys ciconiae 

Aspasma minimum 

Lepadichthys frenatus 

Bathycallionymus sokonumeri 

Bathy四 Uionymuskaia.即 S

D伊'logrammusxenil四 S

El四 therochirmirabilis 

Foeto陪'pusaltivelis 

Ne，四y町 hiro戸lSijimai 

Neosynchiropus sp. 

Neosynchiropus morrisoni 

Paradiplogrammus enneactis 

Call.ω'richthys japoniωs 

Pseudocalliurichthys variegatus 

Repomucenus virgis 

Repomucenus huguenini 

Repomucenus四 rvlcornお

Repomucenus lu.叩 lus

Repomucenus valenciennei 

Repomucenus on担ゆinnis

Repomucenus beniteguri 

Periophthalmus modestus 

Apocryptodon punctatus 

Ctenot，り'pauchenmicrocephalus 

Taenioides cirratus 

Taenioides rubi，ωnd回

Leucopsarion petersii 

Luciogobius ama 

Luciogobius saikaiensis 

Luciogobius koma 

Luciogobius pallid.悶

Luciogobius gutta.加S

Luciogobius grandis 

Luciogobius elongatus 

Luciogobius parvulus 

Luciogobius platycephalus 

Luciogobius adapel 

Eutaeniichthys gilli 

Astrabe lactisella 

As削除fasciata

タイワンイカナゴ

ミシマオコゼ

キピレミシマ

アオミシマ

ヤギミシマ

サツオミシマ

メガネウオ

ヒメギンポ

ヘピギンポ

コケギンポ

アライソコケギンポ

イワアナコケギンポ

オキマツゲ

イソギンポ

タテガミギンポ

ホシギンポ

スジギンポ

カエルウオ

マダラギンポ

トサカギンポ

イダテンギンポ

ナベカ

フタホシニジギンポ

ニジギンポ

ニセクロスジギンポ

クロスジギンポ

ミナミギンポ

ウナギギンポ

ヅノレウパウオ

ウパウオ

ミサキウパウオ

ソコヌメリ

トンガリヌメリ

コプヌメリ

パケヌメリ

ベニテグリ

ヤマドリ

アカオピコテグリ

セソコテグリ

ハナピヌメリ

ヨメゴチ

イトヒキヌメリ

ホロヌメリ

ヤリヌメリ

ネズミゴチ

ヌメリゴチ

ハタタテヌメリ

セトヌメリ

トピヌメリ

トピハゼ

タピラクチ

アカウオ

チワラスボ

ワラスボ

シロウオ

アマハゼ

ヒゲミミズハゼ

コマハゼ

イドミミズハゼ

ミミズハゼ

オオミミズハゼ

ナガミミズハゼ

ナンセンハゼ

ヤリミミズハゼ

カワリミミズハゼ

ヒモハゼ

シロクラハゼ

シマシロクラハゼ
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Uranos∞pidae 

Tripterygiidae 

Chaenopsidae 

Blenniidae 

綱/目/科
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長福山島鳥兵京福石富新山秋青北

崎岡口根取庫都井川山潟形閏森進
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Clariger papil/os悶

Clar，信ercosmu間 S

Clariger chiono.間四la加

Callogobius加 'seltii

Callogobius snelliusi 

陥lencienneawardi 

F匂lencienneapuellaris 

均Ie.町 ';enn，回 strigata

Priolepis akihitoi 

Priolepis cincta 

Priolepis borea 

TrimT1回 grammistes

TrimT1回 Okii叩 wae

Eviota epiphanes 

Eviotama四 dai

Eviotaabax 

Lubricogobii山田igt附

Haz，四 'sotakii 

Chae.nogobius gulosus 

Cha，即 ogobiusannularis 

Gymnogobius urotaenia 

Gymnogobius petscilie，旧 日

Gymnogobius opperie.間

Gymnogobius heptacanthus 

Gymnogobius mororanus 

Gymnogobius cylindricus 

Gymnogobius macrol5'叩thos

Gymnogobius scrobicula加S

Gymnogobius uchidai 

Gymnogobius b陀 unigii

Gymnogobius sp3 

Gymnogobius laevis 

GI，田 sogobiusolivaceus 

Parachaeturichthys polynema 

Het，町。'plopomusbarbatus 

An:励F

Amb~か'ychαe加r;1布'cht.的hys hexanema 

Sagami，悶αge臼n官e町IOnemη包a

Chae加'richthysjeoni 

Acanthogobius jiavimanus 

Suruga fundicola 

Acanthogobius hasta 

Acanthogobius lactip由

Pterogobius elapoides 

Pterogobius zacau'由

Pterogobius virgo 

Pterogobiz羽 田'noleu四 S

Pseudogobius masago 

Istigobius campbelli 

Istigobius hoshinonis 

Bathygobius fuscus 

Tomiyamichthys oni 

Crypto捌帥'sfilifer

Amblyeleotris japonica 

Vanderhorstia sp. 

Mahidolia mysta口問

Asterropteryx semi戸mctata

Favonigobius gymn.四 chen

Si訪問et帥 dotui

Mugilogobius abei 

Redigobius bikolan.us 

Acentrogobius p jiaumii 

Pandaka lidwil/i 

Rhinogobius giurin.us 

Rhinogobius kurodai 

Rhinogobius jiumineus 

Rhinogobius jiuviatilis 

Rhinogobius nagoyae 

0

0

 

0

0

 
0 0 0 0 0  

-26-

ヒグセジロハゼ

セジロハゼ

アワユキセジロハゼ

オキナワハゼ

シュンカンハゼ

ササハゼ

オトメハゼ

アカハチハゼ

コクテンベンケイハゼ

ベンケイハゼ

ミサキスジハゼ

イチモンジハゼ

オキナワベニハゼ

ミドリハゼ

アカイソハゼ

イソハゼ

ミジンベニハゼ

ユカタハゼ

ドロメ

アゴハゼ

ウキゴリ

スミウキゴリ

シマウキゴリ

ニクハゼ

ヘピハゼ

キセノレハゼ

エドハゼ

クボハゼ

チクゼンハゼ

ピリンゴ

シンジコハゼ

ジュズカケハゼ

ウロハゼ

ヒグハゼ

ニラミハゼ

コモチジャコ

アカハゼ

サピハゼ

ヤキインハゼ

マハゼ

ヤミハゼ

ノ、ゼクチ

アシシロハゼ

キヌパリ

リュウグウハゼ

ニシキハゼ

チャガラ

マサゴハゼ

クツワハゼ

ホシノハゼ

クモハゼ

オニハゼ

イトヒキハゼ

ダテハゼ

クサハゼ

カスリハゼ

ホシハゼ

ヒメハゼ

シラヌイハゼ

アベハゼ

ヒナハゼ

スジハゼ

ゴマハゼ

ゴクラクハゼ

トウヨシノボリ

カワヨシノボリ

オオヨシノポリ

シマヨシノボリ

種綱/目/科

。
。。



長福山島烏兵京福石富新山秋 青北

崎両日根取庫都井川山潟形回森這
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Rhinogobius sp. CO 

Rhinogobiusbrunneus 

Tride，附igertrigon町 ep.加lus

Trid，四 tigerbifasciat山

Tridentiger brevispinis 

Dぜdentigerobs，四 rus

Tridentiger barba加s

Parioglossus do加

Ptereleotris hanae 

Ptereleotris heteroptera 

Ptereleotris evides 

Platax orbiculQlぜS

Platax teira 

ノレリヨシノボリ

クロヨシノボリ

アカオピシマハゼ

シモフリシマハゼ

ヌマチチプ

チチプ

ショウキハゼ

サツキハゼ

ハナハゼ

オグロクロユリハゼ

クロユリハゼ

ナショウツバメウオ

ツバメウオ

穣綱/目/科

Microdesmidae オオメワラスボ科

0 
0000000 0  
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Ephippididae マンジュウダイ科

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0
0
0
0
 

0

0

 

0
0
0
 

0
 

0

0

 

0

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
 

0
 

000  

000000000000000  。

。

000000 0 0  

000  
0 

0

0

 

0
 

0

0

 

。

。

。。

。

。
。。

。

0
 

0
0
0
0
 

0
 

0
 

。。

0
0
0
0
 

0
 

0
 

0

0

 

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

0

 

0

0

 

0

0

0

 

0
0
0
0
0
0
 

0

0

 

0

0

 

。
。

0

0

 

0
 

。

0
0
0
0
0
 

0

0

0

 

0
 

0
 

。
。

。

。

。
。

。。
0 
00  

。

000000000000000  
000000000000000  
000000000000000  
o 000000000  000  
000000000000000  
000000000000000  
000000  000  0 
000000000000  
o 0 

000  0000  00  
000000000000000  
0000  0 000  0 

000  000000  
o 000  
00000000000  

。

。

S(旨'anusfusc，由自国

Luvarus imp.eria/is 

Zanc/uscon叩佃s

Prio;問問'sscaか'rum

Nasoan即 latus

Naso unicomis 

N aso brevirostris 

Naso vlamingii 

Nasolopezi 

Ctenochaetus binotat山

Acanthurus triostegus 

Acanthurus mata 

Acanthurus /in印 加s

Acanthurus bariene 

Acanthurus o/ivaceus 

Acanthurus dussumieri 

Acanthurus xanthopterus 

Istiophorus platypterus 

Makairan悶 zara

Makaira indica 

Tetrap.加rus捌 dax

Tetrap加rusangustirostris 

Xiphias gladius 

Sphyraena barracuda 

Sphyraena forsteri 

Sphyraena pingz必

Sphyraena helleri 

Sphyraena japonica 

Ruvettus pretiosus 

N回 lotustril閥

Promethichthys prometh四 S

Gempylus se，伊ens

Thyrsitoid，町 marleyi

Rex却 prometheoid，由

Benthodesmus te.即 is

Assurger anzac 

Evoxymetopon taeniatus 

Eupleurogrammus sp 

Trichiurus japonicus 

Scomber japonicus 

Scomber australasicus 

d即日thazard

Auxis rochei 

Sarda orientalis 

Euthynnus aj朔is

Katsuwonus pelamis 

Gymnosarda unicolor 

Thun即 'salalunga 

Thunnus orientalis 

Tht川即日 tonggol

Thun即 'salbac，町田

Thu閣制sobesus 

Acanthocybium solandri 

クロホシマンジュウダイ Scatophagusargus 

ヴ
，q

L
 

アイゴ

アマシイラ

ツノダシ

ニザダイ

ヒメテングハギ

テングハギ

ヅマリテングハギ

サザナミトサカハギ

ナガテングハギモFキ

コクテシサザナミハギ

シマハギ

ヒラニザ

ニジハギ

カンランハギ

モンツキハギ

ニセカンランハギ

クロハギ

バショウカジキ

クロカジキ

シロカジキ

マカジキ

フウライカジキ

メカジキ

オニカマス

オオメカマス

アカカマス

ホソカマス

ヤマトカマス

ノてラムツ

フウライカマス

クロシピカマス

クロタチカマス

ナガタチカマス

カゴカマス

タチモドキ

ナガユメタチモドキ

ユメタチモドキ

オシロイダチ

タチウオ

マサパ

ゴマサパ

ヒラソウダ

マノレソウダ

ハガツオ

スマ

カツオ

イソマグロ

ビンナガ

クロマグロ

コシナガ

キハダ

メパチ

カマスサワラ

Scatophagidae 

Siganidae 

Luvaridae 

Z担lclidae

Ac回出叩dae

Istiophoridae 

クロホシマンジュウ
ダイ科

アイゴ科

アマシイラ科

ツノダシ科

ニザダイ科

マカジキ科

メカジキ科

カマス科

Xiphiidae 

Sphyraenidae 

Gempylidae 

Trichiuridae 

クロタチカマス科

タチウオ科

Scombridae サパ科
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島
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福
岡
一

0

0

0

長
崎
一

0

0

Scomberomorus niphonius 

Scomberomorus koreanus 

Scomberomorus四 mmerson

Scomberomorus S;i間出回

種

サワラ

ヒラサワラ

ヨコシマサワラ

ウシサワラ

綱/目/科
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ウロコガレイ Lepidoblephoron ophthalmolepis 

コケピラメ Citharoides macrolepidotus 

ヒラメ Paralichthys olivac，四 S

ユメアラメガレイ Taψ'hopselega出

アラメガレイ Tarphops oligolepis 

メガレイ Pseudorhombus dupliciocellatus 

ヘラガンゾウピラメ Pseudorhombus oculocirris 

タマガンゾウピラメ Pseudorhombus pentophtholmus 

ガンゾウピラメ Pseudorhombus cinnamoneus 

テンジクガレイ Ps，甜 dorhomb山 arSIUS

ナンヨウガレイ Ps，四 dorhomb山 oligodon

セイテンピラメ Asterorhomb山 intermedius

キシュウダノレマガレイ Parabothus kie悶臼

スミレガレイ Parabotht沼 田arctatus

カネコダノレマガレイ Crossorhombus kanekonis 

コウベダノレマガレイ Crossorhombus kobensis 

ヒメダノレマガレイ Engyprosopon longipelvis 

テナガダルマガレイ Engyprosopon macroptera 

ダノレマガレイ Engyprosopon grandisquama 

チカメダノレマガレイ Engyprosopon multisquar叩

ホシダノレマガレイ Bot，加smyriaster 

トグダノレマガレイ Bothus pantherinus 

イイジマダノレマガレイ Psetti叩 llJlmae

トサダノレマガレイ Psetti，叩白'sa叩

ナガダノレマガレイ Arnoglossus tenuis 

トウカイナjfダノレマガレイ Arnoglossusyal問問kai

ニホンダノレマガレイ Arnoglossus japonicus 

ヤリガレイ Laeops kitahorae 

ヒナダノレマガレイ Japonolaeops dentatus 

サメガレイ Clidoderma 田~perrimum

ヌマガレイ Platichthys stellaαι 
メイタガレイ Pl，白lronichthyscor，朋 tus

ナガレメイタガレイ Pleuronichthys japonicus 

パパガレイ Microstomus achne 

ホシガレイ 均rasper variega加S

オヒョウ Hippoglossus stenolepis 

マツカワ 陀r田~permoserl

ムシjfレイ Eopsetta grigoヴ四Z

ウロコメガレイ Acanthopsetta nad，田 hnyi

アプラガレイ Ather，回 thesevermanni 

カラスグレイ Reinhordtius hippogl，ω'soidj町

ソウハチ Hippoglossoides pinetorum 

ウマガレイ Hippoglossoides elassodon 

ドロガレイ Hippogl，凶 'soid，田 robust附

アカガレイ H伊'poglossoid，回 dubius

ヤナギムシガレイ Ta叩 kiuskitahorai 

ミギガレイ Dexistes rikuzenius 

ヒレグロ Glypt，配布'hol，悶 stelleri

イシガレイ Kareius bicoloratus 

クロガシラガレイ Pleuronect，田 schrenki

クロガレイ Pleuronect，回 obscurus

ツノガレイ Pleuronectes quadritubel叩 latus

トウガレイ Pleuronect，回 pinnijasciatus 

スナガレイ Pleuronectes戸mctattssimus

アサパガレイ Pl，出悶即，ct，田 mochigarei

ハナガレイ Pleuronect，田 proboscideus

シュムシュガレイ Pleuronect，四bi/，前回，tus

コガネガレイ Pleuronect，田 asper

マガレイ Pleuro即 'ctl回 herzensteini

マコガレイ Pleurol把'ctesyokohamae 

カワラガレイ Poecilopsetta plinthus 

ベロガレイ Plagiopsetta glossa 

ツマリツキノワカ令レイ Samariscus latus 

Pleuronectiformes 

Citharidae 

Paralichthyidae 

カレイ目

コケピラメ科

ヒラメ科

。

。

。

Bothidae 

Pleuronectidae 

ダノレマガレイ科

カレイ科

-28-

Poecilopsettidae 

Samaridae 

カワラガレイ科

ベロガレイ科
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Samarisl四 'sjaponi叩 S

San回 riscusxenicus 

Heteromycteris japonica 

Liachirus me/anospilus 

Parachirus sp. 

Aseraggod，回 kobensis

So/eichthys helerorhinos 

Pseuda，回'opla}aponzca 

Aseraggod.田 kaian悶

Aesopia cornula 

Zebri，田 zebrinus

Zebrias fas，口01，山

Parap/agusia japonica 

Arelia bilineata 

Cynog/ossus robustus 

Cynog/ossus are/ 

Cynog/ossus itinus 

Cynog/ossus joyneri 

Gynog/oss問問陪庁uptus

Gynog/ossus ochiaii 

Cynog/ossus nigropilll間的S

Symphurus orienlalis 

種

ツキノワガレイ

コツキノワガレイ

ササウシノシタ

;lfラスウシノシタ

ムスメウシノシタ

トピササウシノシタ

サザナミウシノシタ

セトウシノシタ

モヨウウシノシタ

ツノウシノシタ

シマウシノシタ

オピウシノシタ

クロウシノシタ

オオシタビラメ

イヌノシタ

テンジクイヌノシタ

ミナミアカシタピラメ

アカシタピラメ

ゲンコ

オキゲンコ

ヒレグログンコ

アズマガレイ

Soleidae 

Cynoglossidae 

綱/目/科

ササウシノシタ科

ウシノシタ科

。
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Macrorhamphosodes uradoi 

Triacanlhodes anon叩lus

Triacanthus biacu/eatus 

Ps，四 dobalislesflavin叩 rginatus

Sufflamen chrysoplerum 

Ba/isloides conspici/lum 

Sufflamen fraenatum 

Balislapus undu/atus 

Rhinecanlhus verrucosus 

Canthidermis 1叩 cu/ala

Xanthichlhys叩 romarginal回

A/ulerus monoceros 

A/ulerus scrip加S

Bracha/uleres u/varum 

Canlherhines multilinealus 

Cantherhines dumerilii 

Thamnaconus modestoid，回
Rudarius ercodes 

Thamnaconus modestus 

Tham即 conushypargyreus 

Thamnaconus lessellalus 

Chaetodermis penici/ligera 

Acreichthys lomen師'SUS

Slephano/epis cirrhグer

Paramonacanthus japonicus 

Kenlrocapros a，四 /eatus

Lactoria cor，朋 la

Lacloria diapha即

Tellη~somus concatenatus 

たtrosomusgibbosus 

Ostracion rhinorhynchus 

Ostracion imma.四 /a加S

Oslracion四 bi，四 S

Tトiodonmacroplerus 

Canlhigasler 円四/ala

Sphoeroides pachygaster 

Takifugu snyderi 

Takザ'ugupardalis

Takifugu chrysops 

Takiプuguvermicularis 

Takifugu porphyreus 

Takifugu poecilonolus 

Takifugu ob/ongus 

Takifugu obscurus 

Takifugu xanthopterus 

Q
d
 

q
b
 

フエカワムキ

ベニカワムキ

ギマ

キヘリモンガラ

ツマジロモンガラ

モンガラカワハギ

メガネハギ

クマドリ

クラカケモン:Jlラ

アミモンガラ

ホシモンpゲラ

ウスパハギ

ソウシハギ

アオサハギ

センウマヅラハギ

ハクセイハギ

キピレカワハギ

アミメハギ

ウマヅラハギ

サラサハギ

ゴイシウマヅラハギ

ヒゲハギ

フチドリカワハギ

カワハギ

ヨソギ

イトマキフグ

コンゴウフグ

ウミスズメ

ハマフグ

ラクダハコフグ

テング炉ハコプグ

ハコフグ

ミナミハコフク@

ウチワフグ

キタマクラ

ヨリトフグ

ショウサイフグ

ヒガンフグ

アカメフグ

ナシフグ

マフグ

コモンフグ

タキフグ

メフグ

シマフグ

Te!raodontiformes 

Triacanthodidae 

Triacanthidae 

Balistidae 

フグ目

ベニカワムキ科

ギマ科

モンJゲラカワハギ科

Monacanthidae カワハギ科

Aracanidae 

Os甘aciidae

イトマキフグ科

ハコフグ科

Triodontidae 

Te仕aodontidae

ウチワフグ科

フグ科
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000  

000  
00  
o 0 

0000000000000  
0000  0 00  
000000000000000  

0000  0 
00  0 

0000  000  
0 

o 0 
o 0 00  0 

000000000000000  
o 0 000000  
o 00  0 0 

。0000  
00  

。
。

。

。。

00 
00  

Takifugu exas側聞S

Takifugu sticto.即品目

Takifugun.伊，hobles

Takぴugu陀 'ficularis

Takifugu ps，四 dommus

Takifugu rubripes 

Takifugu chin.e，即日

Torqu沼田erbrev伊'innis

Arothron. stellatus 

Arothron. fim阻 mentum

Arothron meleagris 

Arothron cae問 leopuncta加s

Arothron hispidus 

Arothron reticularis 

Arothron nigropunctatus 

Lago白 phaluslagocephalus oceani-
cus 

Lagocephalus sceleratus 

Lag，田 ，ephalusinermis 

Lagocephalus lun.aris 

Lagocephalus s padiceus 

Lagocephalus gloveri 

Diodon holocanthus 

Diodonli加rosus

Diodon hystrix 

Chilomycterus reticulatus 

Diodoneyd，側 xii

Cyc/ichthys spilostylus 

Cyclichthys orbicularis 

Molasp. 

Mas.加ruslanc四 latus

Ranzania lal即日

種

ムシフグ

ゴマフグ

クサフグ

アミメフグ

ナメラダマシ

トラフグ

カラス

シッポウフグ

モヨウフグ

ホシフグ

ミゾレフグ

アラレフグ

サザナミフグ

ワモンフグ

コクテンフグ

クマサカフグ

センニンフグ

カナフグ

Fクサパフグ

シロサパフグ

クロサパフグ

ハリセンボン

ヒトヅラハリセンボン

ネズミフグ

イシガキフグ

ヤセハリセンボン

イガグリフグ

メイタイシ3ゲキフグ

マンボウ

ヤリマンボウ

クサピフグ

Diodontidae 

Molidae 

ハリセンボン科

マンボウ科

nu 
qδ 

0は当該道府県海域に出現した種であることを示す。
道府県欄にOの無い種は、道府県海域が特定できなかった種を示す。
*1シュモクザメ
*2ツノザメ
*3 メノ~Jレ

*4イシナギ
*5ササノハベラ
*6ヨシノボリ
*7シマハゼ
*8メダカ
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Bull. Yamaguchi Pref. Fish. Res. Ctr. 11， 31 -36 (2014) 

山口県日本海沿岸域におけるメダイの漁獲実態

河野光久・繁永裕司*

Fishing Condition of Japanese Butterfish， Hyperoglyphejaponica， 
in Coastal Waters off Yamaguchi Prefecture in the Southwestern Sea of J apan 

Mitsuhisa KAWANO and Yuji SHIGENAGA 

Catch trend and age composition of Japanese butterfish， Hyperoglyphejaponica in waters offYamaguchi 
Prefecture， in the southwestern Sea of Japan were analyzed. Catches of the fish increased from 2000 to 
2010， and then decreased remarkably. The catches were composed of mainly 1-y age fishes. Because 
there found a positive correlation between catch in number of O-y age fish and that of 1-y age fish in 
the next year (r=0.940， p<0.02)， it is considered that abundance of immigration of O-y age fish would 

influence the catch of the fish. 

Keywords:砂peroglyphej，叩onica;Catch; Age composition; Southwestern Sea of Japan 

メダイ時peroglyphejaponicaは1997年から山口県日

本海沿岸域にまとまって漁獲されるようになった魚種

でIL刺網や釣りの重要な漁獲対象種の 1つとなってい

る。ところが，本種の漁獲量は2010年頃から急激に減

少したことから，その原因の解明と今後の資源動向に

関する情報提供が課題となっている。これらの課題を

解決するためには，基礎的情報として本海域における

本種の漁獲実態を明らかにしておく必要がある。しか

し，本海域における漁獲実態については，河野らのが

1999年度の沖建網標本船の月別漁獲量および長門市地

先の定置網の月別漁獲量を報告しているだけで，漁獲

量の変動傾向や漁獲物の年齢組成については十分に明

らか』こされているとはいえない。

本報告では，山口県日本海沿岸域における漁獲量の

変動傾向と漁獲物の年齢組成を明らかにした。そして，

O歳魚の漁獲加入量が漁護量の変動に大きく影響して

可能性が高いことを明らかにした。

材料および方法

解析に用いた漁獲統計資料は，メダイの漁獲量が多

く山口県日本海域の漁獲量の変動傾向を代表している

とみなすことができる山口県漁業協同組合仙崎地方卸

売市場(以後，仙崎市場という。)の 1998~2012年の月

別漁業種類別漁獲統計で，乙のデータを基に漁業種類

別漁獲量の経年変化と経月変化を調べた。経月変化に

ついては.1998~2012年の累年平均値を基に調べた。

メダイの尾叉長組成を明らかにするために，山口

県日本海沿岸域で漁獲され仙崎市場および山口県漁

業協同組合萩地方卸売市場 (Fig.1)に水揚げされた

メダイについて.2007年から2012年にかけて毎月 1

~2回，魚箱毎に 15cm の物差しを置き，デジタルカ

メラ (CANON製医YDIGITAL 5101S)で写真撮影

を行った。その後研究室で，画像処理ソフト (Media

Cybernetics. L.P.社製 Image-ProPlus Version4.0 for 

Windows)を用いて写真から尾叉長を計測した。

年齢別漁獲尾数は次の手順で求めた。①河野・繁永

*山口県柳井水産事務所

Yamaguchi Prefectural Yanai Fisheries 0飯田
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2009年には260トンと最高を記録した。しかし， 2010 

年以降顕著に減少し， 2011年には83トンと期間平均漁

獲量 (131トン)を下回り，さらに2012年には25トンに

まで落ち込んだ。

漁業種類別に漁獲量の経年変化をみると (Fig.2)，

2009年を除き，刺網が総漁獲量の90~97%を占めた。

2009年には釣りとその他漁業による漁獲が約60トンあ

り，刺網の比率が77%に低下した。

月別漁獲量平均値は (Fig.3)，刺網では漁獲量は 3~

11トンで， 3~4月 (6~7 トン)にやや少なく， 6~7 

月(13~14 トン)にやや多かった。 釣りでは漁獲量が

比較的多いのは 12~4月で 5~11月にはほとんど漁獲

が無かった。 盛漁期は 1~3月で 2月に最高を示した。

35
0 

30' 

Pref. 

Sea of Japan 

132
0 

131
0 

Fig.l Map showing the fishing ground of J apanese 
butterfish，砂perogかphejaponica (shaded regions) 
and the main fish markets of Yamaguchi Prefecture 
(closed circles) . 尾叉長組成

1998年以降で最高の漁獲量を示した2009年と漁獲

量が期間平均値を下回った2011年の期別尾叉長組成を

Fig.4に示す。

2009年の1-3月期には， 370mmをモードとして

320~420mm の範囲に顕著な山(1歳魚)が見られた

(Fig.4)。乙の山は期を経る毎にモードが大型化し， 4・6

月期には440mm，7-9月期には450mm，10-12月には

480mmとなった。10-12月期には7-9月期にはほとんど

見られなかった 31O ~400mm の小型個体 (0 歳魚)が

出現した。

2011年の1-3月期には400mm以下の小型個体の山

は2009年ほど顕著ではなく， 4-6月期， 7-9月期と進ん

3)の年齢別尾文長と標準偏差の値を基に， 1月1日そ年

齢基準日として，期別 (1-3月期， 4-6月期， 7-9月期，

10-12月期)の年齢一尾文長キーを作成した (Appendix

table)。②毎月測定された尾叉長データを基に期別の尾

叉長組成を求めた。③期別の尾文長別調査尾数を調査

重量と仙崎市場の漁獲量との比で引き延ばし，尾叉長

別漁獲尾数とした。④期別の尾叉長別漁獲尾数と年齢

尾文長キーを基に期別の年齢別漁獲尾数を求め，さ

らに年ごとに期別年齢別漁獲尾数を合計することによ

り年別年齢別漁獲尾数を算出した。
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漁獲量変動

仙崎市場におけるメダイの漁獲量は (Fig.2)，1998 ~ 

2000年には100トン以下であったが，その後次第に増

加し， 2003~2005年には約 200 トンとなった。 その後

2006~2008年には 120~140トンとやや減少したが，
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Fig.4 Seasonal frequency distributions of fork length of Japanese butterfish，尺ア'Peroglyphejaponica 
landed at Senzaki and Hagi fish markets in 2009 and 2011. 

でも 350~600mm の広範囲に比較的なだらかな山が

見られただけであった (Fig.4)。また， 10-12月期には

400mm以下の小型個体はほとんと、見られなかった。

年齢別漁獲尾数

2007~2012年各年の年齢別漁獲尾数を Table 1に示

す。

漁獲尾数は2009年には最高の139千尾を示した

が，その後顕著に減少し， 2012年には11千尾となった

(Table 1)。

年齢別に見ると (Table1)，各年とも 1，2歳魚が多

く，これらで漁獲尾数全体の76~92% を占めた。また，

2011年を除き 1歳魚の方が2歳魚よりも多かった。 0歳

魚の漁獲尾数は2008年には11千尾で、あったが，その後

年々顕著に減少し， 2012年にはO尾となった。

考 察

森脇ら 4)は日本海南西沿岸域における中層トロール

によるメダイ幼魚の採集量と島根県沿岸域におけるメ

ダイ漁獲量(主に 2~3 歳魚を漁獲)との聞には， 3年

のタイムラグで有意な相聞があることを明らかにし，

島根県沿岸域では来遊 ・ 着底した幼魚が 2~3 年後に

漁業資源、として加入していると判断した。本海域と島

根県沿岸域とでは海域が連続しおり，さらに両海域に

おける本種の漁獲量の経年変動はよく一致している 4)

ことから，両海域のメダイは同一資源、と考えられる。

このため，本海域においても漁獲量の変動は幼魚の加

入量の変動に影響を受けている可能性がある。

本海域では島根県沿岸域よりも若齢の 1~2歳魚

が主に漁獲され，特に1歳魚の比率が高いことから

(Table 1)，当年の O歳魚の漁獲尾数と翌年の1歳魚の

漁獲尾数との相聞を調べた。その結果，両者の聞には

有意な正の相聞が認められた (Fig.5;n=5， r=0.940， 

p<0.02)。また，当年のO歳魚の漁獲尾数と翌年の漁獲

尾数との聞にも正の相関関係が認められた (Fig.5)。以

上の結果および本海域のメダイはその一部が産卵して

いるものの，再生産にはほとんど寄与していないと考

えられているとと 7)から，本海域のメダイ漁獲量はO歳

魚の漁獲加入量の影響を受けて変動していると考える

ことができる。

メダイの資源動向を早期に的確に把握するためには，

メダイ幼魚を定量的に採集することが必要である。メ

ダイ幼魚は 5~6月を中心として涜れ藻に付随して来
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139，346 

10，824 

94，869 

75，219 

64，058 

Table 1 Yearly change in the catch in number of Japanese butterfish， Hypelηglyりhejaponca by age. 

担乙与盟王i
0 1 2 3 4 5 6+ 
42 48，218 21，376 7，820 1，501 129 0 

(o. 1) (61. 0) (27.0) (9.9) (1. 9) (0.2) (0.0) 
10，811 33，306 24，346 5，427 1，154 167 8 
(14.4) (44.3) (32.4) (7.2) (1. 5) (0.2) (0.0) 
7，151 86，508 31，982 9，326 3，128 1，004 247 
(5. 1) (62. 1) (23. 0) (6. 7) (2.2) (0. 7) (0.2) 
1，178 60，230 26，767 5，130 1，156 265 143 
(1. 2) (63. 5) (28. 2) (5.4) (1. 2) (0. 3) (0.2) 
261 28，148 28，558 5，859 768 330 134 

(o. 4) (43. 9) (44. 6) (9. 1) (1. 2) (0. 5) (0.2) 
o 4，731 4，100 1，451 303 150 89 

(o. 0) (43. 7) (37. 9) (13.4) (2.8) (1. 4) (0.8) 
Number in the parentheses shows the ratio (児，)of catch in number at each age to total catch. 

Year 

2010 

2011 

2012 

2008 

2009 

2007 

れる 0歳魚の漁獲尾数は翌年の漁獲の主体となる 1歳

魚の漁獲尾数と有意な正の相聞があることから， 0歳

魚の漁獲量を把握すれば翌年の漁獲量をおおよそ予測

することが可能になると考えられる。本海域では O歳

魚の漁獲尾数は2008年をピークとしてその後年々減少

し， 2012年にはついにO尾となったため (Table1)，今

後の資源動向には注意が必要である。
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Fig.5 Relationship between catch in number of O-y 
Japanese butterfish， Hyperoglyphejaponica in n-year 
and the catches in number in (n+1) year. 
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Appendix table Age-length key of砂peroglyohejaponica. Appendix table (continued) 
IanuaTf吋 AEril-fne 
FI¥凹 Age0 l 2 3 4 6+ FI¥凹 Age0 l 2 3 4 5 6+ 

300;;;; 1. 0000 300孟 1. 0000 
310 1. 0000 310 1. 0000 
320 1. 0000 320 1. 0000 
330 1. 0000 330 1. 0000 
340 1. 0000 340 1. 0000 
350 1. 0000 350 1. 0000 
360 1. 0000 360 1. 0000 
370 1. 0000 370 1. 0000 
380 0.9282 O. 0718 380 1. 0000 
390 O. 8507 O. 1493 390 1. 0000 
400 0.7169 O. 2831 400 1. 0000 
410 O. 5320 O. 4680 410 0.9147 0.0852 
420 O. 3400 O. 6600 420 0.8329 O. 1671 
430 O. 1908 0.8092 430 O. 7005 O. 2995 
440 O. 0988 0.9012 440 0.5255 0.4745 
450 1. 0000 450 O. 3466 O. 6534 
460 1. 0000 460 O. 2051 O. 7949 
470 1. 0000 470 O. 1153 0.8847 
480 O. 9437 O. 0563 480 0.0689 0.9311 
490 0.8913 O. 1087 490 1. 0000 
500 O. 7974 O. 2026 500 O. 9477 O. 0523 
510 O. 6553 O. 3447 510 O. 8980 O. 1020 
520 0.4819 O. 5181 520 0.8135 O. 1865 
530 0.3176 0.6824 530 0.6872 O. 3128 
540 O. 1949 0.8051 540 O. 5304 O. 4696 
550 O. 1411 0.8589 550 O. 3748 O. 6252 
560 O. 0540 O. 8725 O. 0735 560 0.2541 0.7459 
570 0.8693 O. 1307 570 O. 1325 0.8150 0.0525 
580 0.7814 0.2186 580 0.0739 0.8311 0.0950 
590 0.6610 O. 3390 590 0.8386 0.1614 
600 0.5217 0.4783 600 O. 7437 O. 2563 
610 0.3921 O. 6079 610 O. 6238 0.3762 
620 0.2210 O. 6968 0.0822 620 O. 4965 O. 5035 
630 0.1317 0.7277 0.1406 630 O. 3192 0.6105 O. 0702 
640 O. 0806 0.6991 0.2203 640 0.2054 0.6717 O. 1229 
650 0.6828 O. 3172 650 0.1293 0.6752 O. 1955 
660 O. 5234 0.4198 0.0567 660 0.0913 0.6241 O. 2846 
670 0.3903 O. 5095 O. 1002 670 O. 5620 O. 3803 O. 0577 
680 0.2700 O. 5677 O. 1623 680 0.4325 O. 4670 O. 1005 
690 O. 1737 O. 5836 O. 2427 690 O. 3108 O. 5281 O. 1611 
700 O. 1046 0.5579 0.3375 700 O. 2088 O. 5523 O. 2389 
710 O. 0594 O. 5004 O. 4402 710 O. 1318 O. 5383 O. 3300 
720 O. 4567 O. 5433 720 O. 0787 O. 4929 O. 4284 
730 O. 3603 O. 6397 730 O. 4727 O. 5273 
740 O. 2758 O. 7242 740 O. 3797 O. 6203 
750 O. 2058 O. 7942 750 O. 2970 O. 7030 
760 O. 1503 0.8497 760 O. 2270 O. 7730 
770 O. 1080 0.8920 770 O. 1702 O. 8298 
780 O. 0766 O. 9234 780 0.1257 0.8743 
790 O. 0539 0.9461 790 0.0917 0.9083 
800 1. 0000 800 O. 0663 O. 9337 
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担EzriEF4Ple(continued) 会明tnSEtable (continued) 
ember 

FL(凹) Age 0 1 2 3 4 5 6+ 'j'[¥醐) Age 0 1 2 4 5 6+ 

300三1.0000 300孟1.0000 
310 0.9392 0.0608 310 1. 0000 
320 O. 8242 O. 1758 320 1. 0000 
330 0.5690 0.4310 330 1. 0000 
340 0.2562 0.7437 340 1. 0000 
350 O. 0770 0.9230 350 0目8983 O. 1017 
360 1. 0000 360 O. 7651 0.2349 
370 1. 0000 370 0.5349 0.4651 
380 1. 0000 380 0.2799 0.7201 
390 1. 0000 390 O. 1121 0.8879 
400 1. 0000 400 1. 0000 
410 1. 0000 410 1. 0000 
420 1. 0000 420 1. 0000 
430 0.9418 0.0582 430 1. 0000 
440 O. 8870 O. 1130 440 1. 0000 
450 O. 7935 O. 2065 450 1. 0000 
460 O. 6551 O. 3449 460 0.9117 0.0883 
470 0.4868 0.5132 470 0.8402 O. 1598 
480 O. 3245 O. 6755 480 0.7301 0.2699 
490 O. 2000 O. 8000 490 O. 5844 O. 4156 
500 O. 1228 0.8772 500 0.4255 0.5745 
510 0.0875 0.9125 510 0.2854 0.7146 
520 0.9430 O. 0570 520 O. 1858 0.8142 
530 0.8928 0.1072 530 O. 1317 0.8683 
540 0.8110 0.1890 540 O. 0538 O. 8798 O. 0664 
550 O. 6927 O. 3073 550 O. 8797 O. 1203 
560 0.5481 0.4519 560 O. 7963 0.2037 
570 O. 4040 O. 5960 570 0.6816 0.3184 
580 O. 2904 O. 7096 580 O. 5468 0.4532 
590 O. 1535 0.7740 0.0725 590 0.4163 0.5837 
600 0.0898 O. 7846 O. 1255 600 0.2596 O. 6833 0.0571 
610 O. 7973 O. 2027 610 0.1639 0.7347 O. 1014 
620 O. 6960 O. 3040 620 O. 1009 O. 7325 O. 1665 
630 O. 5795 O. 4205 630 O. 0668 O. 6794 O. 2538 
640 0.4070 O. 5304 O. 0626 640 0.6423 O. 3577 
650 O. 2805 O. 6085 O. 1110 650 0.4789 0.4629 0.0582 
660 O. 1853 0.6362 O. 1785 660 0.3492 0.5473 o. 1034 
670 O. 1289 0.6094 O. 2617 670 0.2425 0.5904 O. 1670 
680 0.0507 0.5373 0.3515 0.0605 680 O. 1717 o. 5827 O. 2456 
690 0.4624 0.4341 O. 1035 690 0.0761 0.5287 0.3304 0.0649 
700 O. 3418 0.4948 O. 1634 700 0.4826 0目4086 O. 1088 
710 O. 2376 O. 5231 O. 2393 710 O. 3640 0.4672 o. 1688 
720 O. 1558 0.5167 0.3275 720 O. 2597 O. 4969 0.2435 
730 O. 0970 0.4808 0.4222 730 O. 1757 0.4952 O. 3291 
740 0.0578 0.4251 0.5171 740 O. 1134 0.4662 0.4203 
750 O. 3932 O. 6068 750 0.0703 0.4182 0.5115 
760 O. 3128 O. 6872 760 O. 4024 O. 5976 
770 O. 2438 O. 7562 770 0.3247 0.6753 
780 。目 1868 0.8132 780 0.2573 0.7427 
790 0.1412 0.8588 790 0.2009 0.7991 
800 O. 1055 O. 8945 800 O. 1548 0.8452 
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ケンサキイカの外套背長別性比と成熟率(短報)

河野光久

Proportions of Females and Mature Squid 

of Uroteuthis edulis by Dorsal Mantle Length (Short Paper) 

Mitsuhisa KA WANO 

Proportions of females and mature squid of Uroteuthis edulis by dorsal mantle length (DML) were 
investigated from samples col!ected from waters off Yamaguchi Prefecture， southwestern Sea of Japan 
during the period of 1981 to 2012. Proportion of females was approximately 0.536 at 100-230 mm 
DML and remarkably decreased at larger sizes. Proportions of mature squid in April-August were 
remarkably high than those in September-December at larger sizes than 220 mm DML in males and 
160mm DML in females. Proportion of mature females in September-December at 100-140 mm DML 
were relatively high compared to those in April-August， suggesting that the small mature group may be 
Mehikari-ikaぜ"可'tザyp戸e.

Key words : Uroteuthis edulis; Proportion of females: Proportion of mature squid 

ケンサキイカ Uroteuthisedulisの外套背長組成や性

比，成熟状態を把握することは，本種の資源評価のた

めの基礎的情報として重要である。本種は季節や雌

雄で成長が異なる 1)ほか，成熟群の出現状況が季節に

よって異なる止のため，月ごとにできるだけ多くの標本

の精密測定を行い，外套背長，性および成熟状態を明

らかにすることが望ましい。しかし，測定魚の購入予

算に限りがある中で毎月大量に購入して測定すること

は困難である。今井ら 4)は市場漁獲物を箱詰め状態の

まま写真撮影し，後にその画像から画像計測ソフトウ

エアを使用して体長を推定する方法を考案し，日本海

西部で操業する 2そう曳沖合底曳網漁業により漁獲さ

れるムシガレイ Eopsettagrigoηewiに応用した。本種に

ついても箱に並べてある個体に重なりが無ければ，今

井ら 4)と同様の方法で写真撮影により外套背長を測定

することは可能である。しかし，本種の場合は雌雄の

成長差が大きいため，雌雄の判別が必要となる。その

際，鮮度が良ければ，画像から白色の精巣または赤色

の副てん卵腺が確認できるため雌雄の判別が可能であ

るが，通常は画像から雌雄を判別することができない

ことが多い。このため，画像から雌雄の判別ができな

い個体の性および成熟状態を推定するための参考とす

るため，過去の測定データから，季節別・外套背長別

性比および季節別・外套背長別成熟状態を調べた。

用いたデータは 1981年 5月 ~2012年 12月に山口県

日本海沿岸域で主にいか釣りで漁獲されたケンサキイ

カ20，886個体の外套背長，性および成熟状態のデータ

である。成熟状態は，雌については輸卵管に卵粒が認

められる個体を成熟，認められない個体を未熟，雄で

は精英嚢に精英が認められる個体を成熟，認められな

い個体を未熟とした。なお，一部の測定データは我が

国周辺水域資源調査推進委託事業で得られたデータを

使用した。

本種は4~8 月には比較的大型の成熟群が多く出現

し， 9~12月には小型~中型の未熟群が主に漁獲され

るのことから，それぞ、れの季節に分けて外套背長10mm

階級ごとに性比(雌個体数/(雄個体数+雌個体数)と

雌雄別の成熟率(成熟個体数/(未熟個体数+成熟個体

数)を求め.3項移動平均値をとって図示した。

4~8月の外套背長別性比と 9 ~12月のそれとを

比較すると. 9~10月の方が 4~8 月よりも外套背長

100~130mmおよび280~330mmでやや高くなってい

司

t
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d
 



雄について 4~8月の外套背長別の成熟率と 9~

12月のそれとを比較すると (Fig.2)，外套背長100~

220mmの聞は両者で大きな差はないが， 220mmより

大きくなると 4~8月の成熟率の方がかなり高くなっ

た。 50% 成熟外套背長は 4~8月では 213mm ， 9~12 

月では255mmであった。

雌について同様な比較を行うと (Fig.3)，外套背長

100~140mm では 9 ~12月の方が 4~8月よりも成

熟率がやや高かったが，外套背長150mm以上では 4

~8月の成熟率が急激に高まったのに対し， 9~12月

の成熟率はそれほど高くならなかった。このため， 4 

~8月には外套背長190mm で成熟率が50% に達した

が， 9~12月にはそれ以上の外套背長になっても成熟

率が30% に達しなかった。 9~12月の外套背長100~

140mm の雌の成熟率は 4~8月のそれよりも高いだけ

でなく， 9~12月の外套背長150~170mm の雌の成熟

率よりも高かった (Fig.3)。

ケンサキイカの性比は年や月によってかなり変動し，

それは標本数が少ないため標本の偏りが影響している

と推測されている 5)。本研究により，標本数が大きい場

合には，外套背長別性比は季節によって大きな差はな

いこと，性比は基本的には外套背長に依存して変化し，

大型になるほど性比が顕著に低下することが明らかに

なった。今回得られた知見は，今後性不明個体の性を

推定する際に利用できると考えられる。

雌の外套背長別成熟率は，外套背長150mm以上で4

~8月には急激に高まったのに対し， 9~12月にはそ

れほど高くならなかった (Fig.3)o 9 ~ 12月に山陰沿岸

るものの，総じて大きな差は認められなかった (Fig.1)。

このため，年聞を通して外套背長別性比を Fig.1に示し

た。これによると，性比は外套背長100~230mm の聞

は 0.5 よりもやや高く 0.5~0.57(平均0.536) を示した

が， 230mmを境として280mmまで急激に低下し，そ

れ以上の外套背長では0.1以下となった。

雌雄別の外套背長と成熟率との関係を Fig.2および

Fig.3に示した。
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域に出現する未熟群は，平衡石の日周輸解析から 1~3

月にふ化したものと推定されていること 6)，および山陰

沿岸域で秋に放流したケンサキイカは多くが西方へ移

動すること 7)から， 9~12月に成熟率が高まらなかっ

た原因は， 1~3月に産卵のため大部分が山陰以西の海

域へ移動し，成熟するためと推察される。

9~12月の雌では外套背長100~140mm で成熟率

が4~8月のそれよりも高いだけでなく， 9~12月の

外套背長150~170mm の雌の成熟率よりも高かった

(Fig.3)。このことは， 9~12月に外套背長150mm 以

上の群とは異なり 100~140mm の小型で、成熟する群が

存在することが示唆している。ケンサキイカにはメヒ

カリイカ型，ゴトウイカ型，ブドウイカの 3型が存在

することが知られており叱この小型で、成熟するケンサ

キイカは 3型の中で、最も小型のメヒカリイカ型に該当

するのではないかと推察される。この型のケンサキイ

カはブドウイカと同所的に山口県日本海沿岸域でいか

釣りにより漁獲されたものであるが，漁獲個体数が極

めて少ない。この型の生態はよくわかっていないので，

今後の調査が望まれる。

文献

1) Natsukari， Y.， T. Nakanose and K. Oda(1988): 

Age and growth of Loliginid squid Photololigo edulis 

(Hoyle， 1885). J. Exp. Mar. Biol. Ecol.， 116， 177-190. 

2)田代征秋(1978):発生群.西日本海域におけるケ

ンサキイカ資源生態調査報告書， 22-26. 

3)山田英明・小川嘉彦・森脇晋平・岡島義和(1983): 

日本海西部沿岸域におけるケンサキイカ・ブドウイ

カの生物学的特性.日本海西部海域に生息する“シ

ロイカ"(ケンサキイカ・ブドウイカ)に関する共同

研究報告書， (1)，29-50. 

4)今井千文・宮崎義信・時村宗春・山本圭介 (2005): 

写真画像解析による体長測定法の開発:ムシガレイ

漁獲物の銘柄別全長組成推定への応用.水産海洋研

究， 69 (1)， 18-26. 

5)古田久典 (1978):性比.西日本海域におけるケン

サキイカ資源生態調査報告書， 27-30.

6)山田英明・河野光久・森脇晋平・堀 豊・武田雷

介(1986):日本海南西沿岸域に出現する“シロイカ"

(Loligo edulis)の生活グループ

7)小川嘉彦・森脇晋平・山田英明・岡島義和(1983): 

4県共同標識放流調査から推定される日本海南西部

における“シロイカ"の回遊.日本海西部海域に生息

する“シロイカ"(ケンサキイカ・ブドウイカ)に関

する共同研究報告書， (1)， 65-96. 

-39-

8)奥谷喬 (2005):世界イカ類図鑑.成山堂書店，

東京， 104・105.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



Bull. Yamaguchi Pref. Fish. Res. Ctr. 11， 41 -42 (2014) 

日本海南西海域に来遊するサワラの

最小体サイズ(短報)

河野光久

Minimum Body Size of Immigrants of Spanish Mackerel (Scomberomorus niphonius) 

in the Southwestern Sea of Japan (Short paper) 

Mitsuhisa KAWANO 

Minimum body size of immigrants of Scomberomorus niphonius was investigated in the southw巴st巴rn

Sea of Japan. No eggs and larvae were collected there by plankton-net samplings in July， 2009 and in 

Jun巴，2010. The minimum body sizes were 248 mm FL on Sept巴mber3 in 2009 and 279 mm FL on 

September 8 in 2010. These results suggest that the fish would not spawn in the southwestern Sea of 

Japan and the small fish would migrate from the spawning ground in the East China Sea. 

Key words : Scomberomorus niJロhonius; Minimum body size; Immigrants; Southwestern Sea of Japan 

サワラ Scomberomorus niphoniusは1998年以降に日

本海で来遊量が急激に増加し，定置網や釣りなどで漁

獲されるようになった重要魚種である。日本海で漁獲

されるサワラは東シナ海系群に属し 1)，東シナ海から来

遊するとされている 2)が，日本海に来遊するサワラの

最小体サイズについては十分に解明されているとはい

えない。

本研究はサワラの幼稚仔が日本海に来遊する時期お

よび体サイズを明らかにすることを目的として，日本

海南西海域で卵・稚仔採集調査および幼魚、の混獲実態

調査を実施した。

なお，本研究は農林水産技術会議の新需要創成実用

化事業(平成21~23年度)の一環として行った。

卵・稚仔の採集は， 2009年 7 月 13~22 日および

2010年 6月 15~17 日に対馬海峡 (Fig.1) で山口県漁業

調査船くろしお (119トン)により実施した。用いたネッ

トは口径130cm，側長580cm，網目 NGG52(0.335mm)

の稚魚ネットで，昼間に水深15mから海面までの傾斜

曳きを行った。水深15mから海面までの傾斜曳きを行っ

た理由は，瀬戸内海ではサワラの卵・稚仔が水深15m

以浅の表層に多く出現することが明らかにされているの

ためである。

幼魚の混獲実態調査は (Fig.1)， 2009年には8月5日，

8月19日， 9月3日に山口県長門市地先の定置網の漁獲

物，および9月17日に長門市沿岸域で操業した小型ま

35' W t~ 
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Fig，l Sampling locations of Scomberomorus niphonius in 
the southwestern Sea of Japan. Solid circles and star 
marks show the locations for larval net sampling 
and set net， respectively. Larval net samplings were 
conducted at stations 1-16 on July 13-22， 2009 and 
stations 5-21 on June 15-17， 2010. 
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き網の漁獲物について行った。また， 2010年には6月8

日および7月8日に萩湾で操業したイワシ船曳網の漁獲

物， 6月24日および7月29日に長門市~萩市沿岸域で

操業したイワシ抄網・棒受網の漁獲物， 8月4日の長門

市地先の定置網の漁獲物， 9月8日に長門市地先で操業

したイワシ船曳網の漁獲物，および9月9日の長門市地

先の定置網の漁獲物について調査した。

卵・稚仔採集調査の結果， 2009年7月 13~14 日およ

び2010年6月 15~17 日ともにサワラの卵または稚仔

は採集されなかった。

2009年の幼魚混獲実態調査では， 8月5日の定置網

で、 509~753mmFL(尾文長)， 8月19日の定置網で583

~686mmFL ， 9 月 3 日の定置網で、248~357mmFL ， 9 

月17日の小型まき網で271~ 423mmFLのサワラが漁

獲された (Table1)0 2010年には (Table1)， 6月8日~

7月29日のイワシ船曳網および抄網・棒受網の漁獲物

で、はサワラは確認されなかった。 8月4日の定置網では

498~627mmFL ， 9 月 8 日のイワシ船曳網では279~

412mmFL，9月9日の定置網では301~411mmFL のサ

ワラが漁獲された。

以上のとおり日本海南西海域における2年間の調査

で， 200mmFL以下のサワラの幼魚および卵・稚仔は

まったく確認されず，最小個体は2009年には9月3日

の定置網で漁獲された248mmFLの個体， 2010年には

9月8日に定置網で漁獲された279mmFLの個体で、あっ

た。

藤原ら 4)は日本海のサワラ雌の成熟状態を調べ，日

本海では6月中旬にごく一部が産卵するものの，雌の多

くは卵が最終成熟する前に退行すること，および産卵

可能な雌は産卵期には日本海からほとんどいなくなる

ことから，日本海における産卵の再生産への貢献度は

非常時低く，日本海以外にある産卵場が日本海のサワ

ラ資源を支えていると考えている。今回， 6~7月に日

本海南西海域で卵・稚仔がまったく採集されなかった

ことから，本海域での産卵の可能性は極めて低いと考

えられる。サワラの産卵が確認されている瀬戸内海の

では， 6~9月に 200mmFL 以下の幼稚魚がイワシ船曳

網，巾着網，大敷網などで漁獲されている刷。しかし，

本海域では， 6~9月にイワシ船曳網，イワシ抄網・棒

受網，小型まき網，および定置網の漁獲物を調べた結

果， 200mmFL以下のサワラはまったく漁獲されていな

かった。このことからも，本海域におけるサワラの産

卵の可能性は極めて低いといえる。

今回， 2009年および2010年各年の9月初旬に漁獲さ

れた250mmFL前後のサワラは，福永ら 7)のふ化飼育試

験の結果からふ化後80日程度経過したものとみられる

ことから，このサイズのサワラは6月中旬頃にふ化した

Table 1 Fork lengths (FL， mm) of Scomberomo17ls n伊honius
caught in the southwestern Sea of Japan. 

Sampling date Location* F.h. Range of N0.of 
lsmng gear FL -(mm) specimens 

Aug. 5， 2009 Off Nagato Set net 509一753 20 
Aug. 19， 2009 Off Nagato Set net 583-686 7 
Sep. 3， 2009 Off Nagato Set net 248-357 67 
Sep. 17， 2009 Off Nagato Purse seine 271-423 94 
Aug. 4， 2010 Off Nagato Set net 498-627 16 
Sep. 8， 2010 Off Nagato Boat seine 279-412 43 
~・ 9，2010 Off Nagato Set net 301-411 28 
* See Fig. 1. 
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ものと推定される。また，本海域以西におけるサワラ

の産卵場については， 4~6月に中国沿岸域， 6月下旬

から8月下旬に朝鮮半島西岸沿岸域に形成されること

が知られている 8)ことから，本海域に来遊し定置網等

で漁獲された250mmFL前後のサワラは6月中旬頃に中

国沿岸の産卵場でふ化したのではないかと推察される。
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日本海南西山口県沖における

ギンアナゴの成熟および産卵(短報)

河野光久

Maturation and Spawning of Gnathophis nystromi nystromi in Waters off Yamaguchi 

Prefecture， Southwestern Sea of Japan (short paper) 

Mitsuhisa KAWANO 

Biological characteristics of Gnathophis nystromi nystromi caught by pair-trawl in waters off Yamaguchi 

Prefecture， southwestern Sea of Japan in September， 2009 were investigated. Both the males (361 

447mm TL) and females (337-496mm TL) were matured and some f巴maleshad transparent eggs. 
Th巴r巴forethe fish were estimat巴dto spawn in the area in September 

Key words : Gnathophis nystromi nystromi ; Maturation; Southwestern Sea of Japan 

ギンアナゴ Gnathophisnystromi nystromiは北海道以

南の日本周辺海域，東シナ海などに分布するウナギ目

アナゴ科の魚類でIL日本海南西海域では沖合底びき網

2そうびき(以下，沖底という。)で漁獲される。本種は

下関漁港では “シロアナゴ"と呼ばれ，出荷対象となっ

ている魚種である。しかし，本種の生態については，葉

形幼生の採捕報告がわずかにあるだけで2.3)，ほとんど

わかっていない。本研究は日本海南西海域で操業する

沖底による本種の漁期，漁獲量，全長組成，成熟状態を

調べ，本種の成熟および産卵の一端を明らかにした。

本種の漁獲量については下関漁港を根拠地とする沖

底漁船の2009年の月別漁獲統計資料(下関中央魚市場

株式会社資料)を用いて調べた。また，本種の測定は，

2009年 9 月 12~14 日に日本海南西山口県見島西沖(農

林漁区9812 ・ 9815 ，水深 110~130m) で沖底漁船 1 ケ

統により漁獲され， 9月15日に下関漁港に水揚げされ

た個体を用い， 100個体について全長 (TL)，旺門前長

(AL)，体重 (BW)，性，熟度を調べた。

2009年の下関漁港における沖底によるウナギ目魚

類の漁獲量は，マアナゴ Congermyriasterが最も多く

(234，499kg) ，次いでクロアナゴ Congerjaponicusが多

く(4，022kg)，ギンアナゴは3番目の漁獲量 (3，791kg)

であった。4番目はハモ Muraenesoxcinereusの1，922kg

で，とれ以外のウナギ、目魚類の漁獲統計は無かった。

漁獲量を月別に見ると，ギンアナゴは沖底の禁漁期

である 6~7月を除く， 2~5 月および 8~10月に漁

獲され，中でも5月の漁獲量が2，255kgと最も多かった

(Fig. 1)。

測定に供したギンアナゴ100個体 (337~496mmTL) 

のうち雄は 18個体 (361~447mmTL)，雌は 82個体

(337 ~496mmTL) で，雌の方がかなり多かった。

生殖腺の状態は，雄ではすべての個体で精巣の一部

を潰すと精液が流れ出たことから (Fig.2)，成熟個体と
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Fig.l Monthly change in the catch of Gnathophis nystromi 
nystromi by offshore pair-trawls at Shimonoseki 
Fishing Port. June and July are the closing period. 
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判断された。また，雌についてもすべての個体で卵巣

内の卵粒が明瞭に確認できたことから，成熟個体とみ

なされた。このうち， 6個体では産卵間近とみられる

透明卵が確認できた (Fig.2)。

Fig.2 Photographs of gonads of Gnαthophis nystromi 
nystromi caught by offshore pair-trawl in waters off 
Yamaguchi Prefecture， southwestern Sea of Japan 
in September， 2009. A: testes， B: ovaries. 

TL (mm)-AL (mm)関係式およびTL(mm)-BW(g)

関係式は次の通りで、あった。

TL = 2.212AL+40.358 (r2 = 0.842， n = 100) 

BW = 0.00004TL2.499 (r2 = 0.824， n = 100) 

本研究により山口県見島西沖の水深 110~130m

の海域で9月に漁獲されたにギンアナゴが，雄では

361mmTL以上で，また雌では337mmTL以上で成熟

しており，さらに雌では産卵間近の個体も存在するこ

とが確認されたととから ， 本種は見島西沖の水深110~

130mで9月に産卵していると考えることができる。

河野4) は日本海南西山口県沖で 1987年 3~12月に

毎月 ，稚仔魚のネット採集を行い，見島西沖を含む山

口県沿岸域で 8~10月にふ化後聞もないウナギ目仔魚

(4.0~9.6mm) を採集したが，種の同定までには至らな

かった。しかし，日本海南西海域で漁獲されるウナギ

目魚類は，マアナゴ，クロアナゴ，ギンアナゴ，ハモが

主要種であるので，採集された仔魚はこれらの仔魚の

いずれかであった可能性がある。このうち，マアナゴ

については日本海で10mmTL以下の仔魚が採集された

ことはなく，産卵場は九州ーパラオ海嶺近海とされて

いることの，クロアナゴ、については雌の熟度が高まるの

は 5~6月および 11~2 月である乙と 6)，ハモについて

は東シナ海での産卵期が4~7 月であること 7) から，こ

れらの仔魚はマアナゴ，クロアナゴおよび、ハモの仔魚

であった可能性は低い。ウナギ目仔魚の採集海域およ

び採集月は， 今回成熟魚が確認されたギンアナゴの採

集場所および採集月と一致することから，仔魚はギン

アナゴであった可能性が高い。 これらの仔魚が 8~10

月に出現したこと 4) および 11~1月には沖底で本種の

漁獲が見られなかったことから，日本海南西海域にお

ける本種の産卵期は 8~10月に及ぶのではないかと推

察される。
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近赤外分光法によるイサキ粗脂肪量非破壊測定の検討

白木信彦・中脇章博・山本健也*

SHlRAKI Nobuhiko・NAKA WAKI Akihiro・YAMAMOTO Kenya 

キーワード:近赤外分光法;イサキ;組脂肪量

イサキは、山口県日本海側において比較的多く水揚

げされる魚種であり、また、平成22年漁業・養殖業生

産統計年報(農林水産省)によると、山口県は全国2位

の水揚げ量となっている。

イサキについては、一般に初夏に脂がのって旬であ

ると言われており、平成23年5月から平成24年4月に

かけて当所で月 1回分析した結果でも6月の組脂肪量の

値が最も高かった 1)。しかしながら、平成25年6月に

入手したイサキの粗脂肪量が平均8.5%であったことか

ら、粗脂肪量が高くなる時期やロットによる遣い等が

想定された。

こうしたことから、イサキの旬を PRするためには、

現場における粗脂肪量非破壊測定技術の開発が必要と

考えられた。今回は、近赤外分光法によるイサキ組脂

肪量非破壊測定について検討を行ったので、その結果

を報告する。

材料および方法

イサキは、山口県日本海沖の漁場において沖建網漁

業で漁獲され、仙崎地方卸売市場に水揚げされた尾文

長250~320mm、体重245~559 gの鮮魚90個体を用い

た。90個体のイサキのうち66個体を検量式作成用試料

とし、 24個体を検量式評価用試料とした。

組脂肪量の化学分析は、イサキの半身から鱗と腹骨

を除去し、全体が均一になるよう包丁を用いて細断し

た。得られた試料はー30
0
Cで冷凍保存しておき、適時、

ソックスレ一法により組脂肪量を分析した。

近赤外スペクトルの測定は、ハンディタイプ近赤外

分光分析器 (FQA-NIRGUN、静岡シブヤ精機(株)製、

写真1)を用いた。測定場所は、血合筋や内蔵の影響を

受けにくい場所として、前背部と後腹部の2カ所とし

た(写真2)。それぞれの場所に測定器の計測部を密着

させ、各2回測定を行い、付属のソフトウェア (FQA

CONT)によりデータを収集した。スペクトル測定時の

積算時聞は、得られた測定スペクトルの強度から 50ms

に設定した。近赤外線は温度に強い影響を受けるとさ

れるため、測定時の魚体温度については水揚げ時の魚

体温度を想定し、 50C程度に冷却した状態で、測定を行っ

た。

写真 1 ハンディタイプ近赤外分光分析器
(FQA-NIRGUN) 

写真 2 測定箇所

*現鳥取県栽培漁業センター
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スペクトルの解析は、本測定器に付属するソフトウェ

ア(Ca-Maker)により、検量式作成用試料から得られ

た原スペクトルの吸光度2次微分値と組脂肪量化学分

析値の重回帰分析により行った。なお、本ソフトウェ

アでは波長の選択を自由に行うことができないことか

ら、上述した原スペクトル吸光度2次微分値と粗脂肪

量化学分析値から検量式を作成し、得られた検量式を

使って検量式評価用試料の評価を行った。なお、検量

式を作成するために選択した波長の数は 1~5 とした。

結果と考察

表1に粗脂肪量推定検量式を作成する際に選択され

た波長、検量式の作成および評価結果を示した。なお、

表中の SECは化学分析値(%)と近赤外分光法による

粗脂肪量推定値(%)閣の検量式作成時の標準誤差を、

SEPは検量式評価時の標準誤差を、 Biasは検量式評価

用試料の推定誤差の平均値を、 RPDは検量式評価用

試料の組脂肪量の標準誤差を検量式評価時の標準誤差

(SEP)で除したものである。

検量式作成時の相関係数は、前背部、後腹部ともに

選択波長数が多くなるほど値が1に近づき、 SECの値

も小さくなった。

検量式評価時の相関係数を見ると、前背部では選択

波長数2の時が、後腹部では4の時が最も1に近かった。

SEPの値については、前背部では選択波長数2の時が、

後背部では3の時の値が小さかった。

一般に選択波長数が多くなると、検量式評価時の標

準誤差 (SEP)が大きくなることが知られている。この

現象はオーバーフィッテイング(過剰適合)と呼ばれ、

重回帰式に説明変数を取り込みすぎた際に発生すると

され、検量式を作成する際は、これが発生しない範囲

に選択波長数を抑えなければならない2)。こうしたこと

から、選択波長数を前背部では2に、後腹部では3に設

定することがよいと考えられた。

図1に、前背部および後腹部で最も精度が高かった

検量式による近赤外分光法による組脂肪量推定値と化

学分析値の関係を示した。どちらも:1:2%の範囲から外

れている個体の割合が少ないが、前背部と後背部を比

較すると、:1:2%の範囲から外れている個体の割合が前

背部より後腹部の方が多く、前腹部の精度が高いこと

が認められた。

なお、近赤外分光法による脂質や糖度の測定におけ

る精度は、通常 SEPと成分値の変動範囲で表現される

が、変動範囲の異なる複数の検量式の精度を比較する

指標として RPD(検量式評価用試料の対象成分値の標

準偏差の SEPに対する比率)が考案されている。 RPD

値が2.5~3.0の場合、検量式は大まかなスクリーニン

表 1 粗脂肪量推定検量式作成時の選択波長、検量式の作成および評価結果

選択 採用波長 (nm) 検量線検定試料 SEC SEP Bias 
RPD 測定部位 波長数 λ1 λ2 λ3 λ4 λ5 相関係数相関係数 (出) (出) (%) 

1 932 0.834 0.940 1. 867 1. 601 0.362 2.67 
2 884 904 0.923 0.967 1. 305 1. 100 0.605 3.89 

前背部 3 884 904 944 0.937 0.949 1. 192 1. 347 0.975 3.17 
4 768 884 904 928 0.944 0.959 1. 127 1. 221 o. 725 3.50 
5 720 800 884 908 928 0.948 0.953 1. 096 1. 319 0.653 3.24 
1 908 0.860 0.882 1. 729 2.443 o. 139 1. 75 
2 704 908 0.891 0.885 1. 543 2.393 -0.276 1. 79 

後腹部 3 736 760 900 0.906 0.909 1. 441 2.063 ー0.022 2.07 
4 736 764 780 900 0.909 0.923 1. 424 2. 104 -0.088 2.03 
5 736 764 800 820 908 0.913 0.910 1. 402 2. 156 -0.116 1. 98 
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グに適し、 3.0以上の場合、満足なスクリーニングが可

能で、 5以上の場合、品質管理用の分析に適していると

される九今回イサキの前背部測定で作成した検量式

のRPD値は3を超えており、満足なスクリーニングが

可能なレベルにあると考えられた。

イサキについては、初夏が旬で、脂がのっているとい

われており、化学分析値においても概ねその傾向が示

されているが、漁法や漁場、年による違いも見受けら

れる。本装置により粗脂肪量をリアルタイムかつ非破

壊で測定することにより、セリの前に仲買人等に対し

て平均組脂肪量を示すことが可能となった。現在、イ

サキをやまぐちブランドとして認定する基準のひとつ

として、粗脂肪量10%以上が検討されており、やまぐ

ちブランドの品質管理として本装置の活用が考えられ

る。今回は、水揚げの中心サイズで、ある18入りのもの

を使用して検量式を作成したが、今後、さらに大きな

サイズでも測定可能かどうかの検討を行う予定として

いる。

また、やまぐちブランドとして認定する基準として

粗脂肪量が検討されている魚種が複数あることから、

こうした魚種についても本装置が活用できるよう試験

を進めていく予定である。
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山口県産水産物の成分分析結果について11

白木信彦・山中理恵子

SHlRAKI Nobuhiko・YA恥1ANAKARieko 

キーワード:山口県産;水産物;成分分析

近年、漁獲物の付加価値向上策のひとつとして、県

内産重要魚種のブランド化に関する取り組みが行われ

ている。このような重要魚種を消費者に PRするため

には、成分の特性や季節変化(旬)を把握することが重

要であるが、これら魚種の成分特性に関する科学的な

データは少ない。こうしたことから、山口県水産研究

センターでは県内産重要魚種を対象に、平成17年度よ

り成分分析を実施してきでおり、平成20年度までに実

施した5魚種(アカムツ、アカアマダイ、ハモ、マダイ、

タチウオ)の分析結果を一括整理したものについて前

報1)で報告した。

今回は、平成21年度以降に実施した5魚種(マアナ

ゴ2)、メダイ 2)、サワラ 3)、イサキベキダイ 4))の分

析結果について一括整理したので報告する。

材料及び方法

マアナゴは以東機船底びき網漁業で漁獲された旺門

長217~307脚のものを、メダイは本県日本海沖で漁獲

された尾叉長392~660凹のものを、サワラは本県日本

海で漁獲された242~ 1，147 gのもの(サゴシサイズ)

を、イサキは本県日本海で漁獲された尾文長254~320

m、体重245~559 gのものを、キダイは以東機船底び

き網で、漁獲された尾叉長141~176剛、体重77~138 g 

のものをそれぞれ入手し、可食部全体を皮付きのまま

ホモジナイズし、均質化したものを分析用試料として

分析まで冷凍保管した。

一般成分は、各魚種とも漁獲のない時期を除いて毎

月分析を行った。水分は1050C常圧乾燥法、粗灰分は

5500C灰化法、粗タンパク質はセミミクロケルダール法、

組脂肪はソックスレ一法により分析を行った。

遊離アミノ酸組成及び脂肪酸組成比については、各

魚種とも年4回分析を行った。遊離アミノ酸組成は、

試料1gを過塩素酸により除タンパクし 5)、高速液体ク

ロマトグラフ LC-10Aアミノ酸分析システム(島津製作

所、カラム:Shim-pack Amino-Li)により分析を行っ

た。脂肪酸組成比は、 Folch改良法により抽出した脂質

を羽田野らめの方法によりメチルエステル化し、ガス

クロマトグラフ GC-14AC島津製作所、カラム:信和化

工ULBONHR-Thermon-3000B)により分析を行った。

結 果

一般成分の分析結果を表1~5及び図 1~5に示し

た。

魚類の味に大きな影響を与える粗脂肪量に注目して

みると、マアナゴは4、 5月及び1~3月が6~ 1O%と

低く、 8~12月が 14~17% と高い値であった。メダイ

は4月の 10%弱から 5月の 15%強に増加し、 7月 ~10

月は20%前後で推移したが、 11月には12%程度に減少

し、 3月まで横ばいで推移した。サワラは6、7月およ

び 12~2月が5~9% と高く、 4、 5月および9~11月が

1~2% と低かった。イサキは 5~6月が 10%以上と高

く、 7~1月が5%前後と低かった。キダイは8~11月

がやや高めで12~3月が低めで、あった。
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水分量については、各魚種とも粗脂肪量の推移と負

の相闘が認められ、水分量と組脂肪量の和は概ね一定

で推移した。

粗タンパク質量及び組灰分量については、各魚種と

も顕著な季節変化が認められなかった。



表 1 マアナゴ一般成分

7京う子 粗月E肪 粗クンハω ク質 手且灰牙

8月 68. 3免 14.8覧 16. 2免 1. 2% 
9月 69. 3免 13. 5覧 16. 6犯 1. 2% 
10月 66.1九 17.2% 15.4覧 1. 1% 
11月 68.1% 15. 1免 15. 7免 1. 2% 
12月 68. 3九 14. 5免 16.6犯 1. 2% 
1月 75.2九 6.9九 16.2免 1. 3% 
2月 72.0九 10.4九 16. 1免 1. 1% 
3月 75. 5覧 6. 2覧 17. 1免 1. 3% 
4月 73. 3覧 8. 2九 17.0j品 1. 2% 
5月 73. 3免 8. 5覧 17.4覧 1. 2% 

表 2 メダイ一般成分

水分 粗irn肪 F且タンハ'ク質 m灰分
4月 71.4九 9. 7% 17.6免 1. 2% 
5月 65. 3免 17.2免 17.2先 1. 2% 
6月 66.4九 15. 5見 16. 8見 1. 1出
7月 61. 3免 21. 6免 16.0% 1.1覧
8月 63.2免 19.0免 16. 8覧 1. 1犯
9月 63.0免 20.0免 16. 5覧 1.1免
10月 63. 5話 19.5免 16. 5% 1.1免
11月 70.4覧 11. 6免 17.11品 1. 2% 
12月 69. 6話 11. 9覧 17.0'鳴 1. 2% 
1月 70. 7% 9.9覧 17.6'首 1.2免
2月 70. 3先 11.4九 16.9% 1.2覧
3月 70. 5出 11. 7先 17.0覧 1.2九

表 3 サワラ一般成分

水分 租irn肪 租タンハEク質 F且灰分

4月 76.4九 2.2見 20.4免 1. 5% 
5月 77.7九 1.3免 20.1見 1. 5% 
6月 73. 5話 4.9免 20.3覧 1. 5% 
7月 73.8免 4. 7免 20.2免 1. 5% 
8月
9月 77.4見 1.3見 20.1免 1. 6% 
10月 77.4見 0.8九 20.5免 1. 6% 
11月 77.0覧 1.3九 20.2覧 1. 5% 
12月 74.3免 4. 6覧 20.1免 1. 4% 
l月 71.3免 8. 7覧 19.2免 1. 4% 
2月 72.6見 7.3免 19.0見 1. 3% 
3月 75.4見 4.1免 19.2覧 1. 4% 

表4 イサキ一般成分

水分 租脂肪 IDンハ8ク質粗灰分

4月 70. 0話 8.9% 20.6覧 1.4九
5月 68.3免 11.9話 18. 1気 1.2覧
6月 67.1指 13. 1対 17.9鳴 1.3免
7月 74.1覧 5. 3先 18. 7鳴 1.4覧
8月 75. 7% 3. 6見 18. 3首 1.4免
9月 74.9免 4. 3覧 19.3免 1.4九
10月 74.1免 4. 6覧 19.7鳴 1.4免
11月 74.0免 4.6免 20. 3免 1.4九
12月 73.8免 5. 3免 19.7覧 1.4見
1月 74.1覧 4. 9免 19.5覧 1.3免
2月 72.6覧 6. 9見 18. 6覧 1.3免
3月 69.6覧 9.1免 19.3対 1.3免

表 5 キダイ一般成分

水分 粗irn肪粗クンハリ質粗灰分
8月 74.3免 5. 3先 18. 6覧 1.4九
9月 76.6免 3.2犯 18. 3免 1.3九
10月 74.3九 5. 0見 18. 7覧 1.4九
11月 75.9九 3.9覧 18. 7覧 1.4略
12月 76.9免 2. 3免 18.8覧 1.4覧
l月 76.4免 2. 8免 19. 1覧 1.4見
2月 78.0免 1.7先 18.2対 1.4免
3月 76. 7% 2. 9免 18. 7私 1.3免
4月 75.9免 3. 6見 19.6話 1.5免
5月 76.8覧 2. 8免 19. 1覧 1.6免
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遊離アミノ酸組成及び脂肪酸組成比の分析結果を表

6、表7に示した。

遊離アミノ酸組成については、マアナゴはタウリン、

ヒスチジン、。ーアラニンが多く季節による大きな変

化は見られなかった。メダイはタウリン、ヒスチジン、

リジンが多く、 4月にヒスチジンが比較的多い他は、季

節による大きな変化は見られなかった。サワラはタウ

リン、ヒスチジンが多く、 4、1月についてはアンセリ

ンも多かった。イサキは周年タウリンが主体で、 6月に

アラニン、 3月にリジンが比較的多くなった。キダイは

周年タウリンが主体で、 8月、 5月にリジンが比較的多

くなった。

脂肪酸組成比については、各魚種とも概ね同様の傾

表6 遊離アミノ酸組成

向を示し、パルミチン酸、オレイン酸、ドコサヘキサ

エン酸 (DHA)の割合が高かった。

考察

一般に，食物における旬については、「味が良い」、「出

盛り」の時期であると言われている(三省堂「大辞林」

より)。このうち「味」に関しては、魚類では粗脂肪量

の違いが味に大きな影響を与えており、また、季節変

化が大きいことから、一般的に組脂肪量が高い時期が

旬であると言われている。

マアナゴは、一般に夏季が脂ののった旬と言われて

いる。今回の分析結果では、 8月から 12月の粗脂肪量

てす -'" Jメタ すソ r"_ =ャィ

5月 8月 II月 2月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 6月 9月 12月 3月 8月 II月 2月 5月

うまみア系アミギノン酸酸
ス/{ラ 3.0 1.2 1.9 2.8 0.0 ND ND ND 0.2 ND 0.3 ND ND 0.7 ND ND ND ND ND ND 

グルタミン酸 13.6 19.8 21. 9 18.6 7.5 10.0 8.9 10.3 9.9 14.3 10.9 8.7 12.7 20.0 7.8 7.8 16.4 16.8 21. 9 21. 3 

甘み糸アミシノプ酸ロ
ヒドロキ リン ND 0.7 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 
トレオニン 19.7 15.5 17.8 13.4 10.7 5.3 4.7 4.7 9.1 8.2 15.3 7.3 3.5 1.5 4.2 3.9 7.7 4.1 5.6 7.9 
セリン 10.9 8.7 12.7 9.2 2.8 2.4 1.7 2.6 4.1 3.4 5.1 4.0 3.9 1.5 2.2 2.2 5.1 4.4 6.1 5.4 
プロリン 11. 7 17.2 16.5 18.9 5.0 2.3 0.8 0.7 1.1 2.0 6.1 0.9 7.2 1.8 4.0 2.0 15.7 5.8 4.3 20.1 
グリシン 21. 2 24.3 19.5 27.3 8.2 6.1 4.0 11. 3 12.0 6.1 7.2 6.3 9.1 5.6 10.0 10.0 10.8 10.2 10.3 15.0 
アラ=ン 14.1 16.1 17.8 12.9 12.3 11. 5 8.3 14.3 17.5 19.3 19.1 11. 9 24.3 16.6 18.2 11.4 20.5 14.8 12.8 16.3 
リジン 16.5 29.6 33.9 25.0 31. 2 16.7 12.8 9.8 13.4 13.5 25.6 17.7 11. 5 11. 9 16.7 39.0 55.6 16.0 13.1 44.3 

苦みパ系アリンミノ酸
7.4 7.9 9.8 7.3 3.8 2.9 2.9 3.0 4.7 4.8 4.1 4.2 7.5 3.0 3.4 2.6 4.1 5.8 5.9 4.9 

メチオニン 3.7 4.4 7.8 4.3 1.5 1.2 1.1 1.4 2.3 1.7 1.9 1.5 2.3 2.4 1.5 1.1 ND ND ND ND 
イYロイシン 7.2 6.8 10.3 7.4 2.0 1.7 1.7 2.1 2.6 3.3 3.3 2.4 6.9 2.3 2.5 2.0 5.8 5.2 6.0 4.7 
ロイシン 8.7 9.5 12.7 8.5 2.3 2.0 2.1 2.7 5.0 4.4 4.0 4.9 9.9 3.3 4.2 2.8 3.5 4.9 6.6 6.0 
フェニJレアラニン 4.5 5.2 6.8 4.0 1.7 1.2 1.2 1.3 1.6 2.3 2.0 1.5 3.9 0.8 0.8 0.5 1.7 2.8 3.6 2.8 
ヒスチジン 132.6 113.6 114.1 130.7 1l0.2 26.9 32.6 31. 3 78.0 162.8 127.0 105.6 2.1 0.7 2.5 3.2 13.2 4.6 3.9 14.9 
アノレギニン 12.2 11. 4 22.5 9.0 3.4 1.9 1.0 0.6 ND ND 1.3 ND 2.3 2.9 2.6 0.9 3.7 3.0 5.4 5.3 

その他ホのスアホセミノリ酸ン
0.4 0.4 0.4 0.2 0.4 0.0 。。。。 0.4 0.2 0.5 0.4 0.9 ND ND ND ND 1.9 1.5 ND 

タウリン 158.5 136.0 101. 1 123.5 58.0 45.3 37.8 47.1 103.2 124. 1 141. 7 115.9 209.4 234.5 236.3 237.7 367.2 273.6 264.2 285.6 
サノレコシン ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 
アミノアジピン酷 ND 2.1 2.1 0.9 1.8 1.0 1.4 2.8 1.1 1.6 1.1 0.7 5.7 ND ND ND ND ND ND ND 
シトノレリン ND ND 0.4 0.1 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND NDI 36.1 ND ND ND 
α アミノ酪酸 0.4 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.4 0.3 0.1 0.9 0.9 ND ND ND ND ND ND ND ND 
シスチン ND ND 0.8 ND 0.4 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 
シスタチオニン ND ND ND ND 0.0 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 
チロシン 5.2 4.7 6.7 3.8 1.9 1.0 1.4 1.4 1.9 2.8 2.5 2.0 4.3 0.9 1.3 1.0 2.1 3.1 3.8 3.7 
βーアラニン 70.6 60.3 59.0 67.1 ND ND ND ND 0.1 0.1 0.2 0.0 0.2 0.2 ND ND 0.2 0.2 0.2 0.2 
8アミノイソ酪醍 ND ND ND ND 0.2 ND ND ND ND ND 0.1 0.0 ND ND ND ND 0.2 0.6 0.2 0.2 
γ アミノ酪酸 3.3 0.7 1.6 0.7 0.2 ND ND ND 0.2 0.3 0.2 0.2 0.4 0.2 0.2 0.4 0.2 0.4 0.2 
3ーメチルヒユチジン ND 0.1 ND ND ND 5.8 ND ND ND ND ND ND ND 0.7 3.0 ND ND 5.6 2.7 17.3 
1ーメチルヒスチジン 0.2 0.3 0.5 0.3 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 13.2 ND 34.6 
ヒドロキシーリジン ND ND ND 0.1 ND ND ND ND ND ND ND 0.1 ND ND ND ND ND 0.6 ND ND 
オノレーチン 3.9 3.0 6.9 3.4 6.3 4.9 3.0 0.9 0.6 0.6 2.3 1.4 ND ND 1.1 2.5 2.4 ND ND 1.6 

ジペカプルチド
ノシン 5.0 3.3 16.6 19.5 ND ND ND ND 0.8 0.1 0.5 0.3 ND ND ND ND ND 0.7 ND ND 

アンセリン 4.8 3.8 13.2 4.6 ND ND ND NDI 50.8 30.4 8.6 72.3 0.7 0.6 1.4 ND 7.0 4.2 10.1 11.8 
アミノアノレコ ノレ

エタノールアミン日ン腔 1.2 2.1 2.4 2.2 1.6 0.6 0.8 0.8 1.7 0.1 0.1 1.3 1.1 0.7 0.7 2.0 0.8 0.4 0.5 1.1 
エタノールアミン 2.6 2.5 2.9 2.0 3.8 3.2 2.7 2.7 4.2 3.9 4.1 3.4 3.1 2.9 2.6 2.3 1.3 1.1 1.0 0.9 

ロ計 543.2 511. 6 541. 0 527.8 277.2 154. 1 131. 3 152.0 326.9 410.3 396.0 375.8 328.3 313. 1 322.6 335.0 544.9 375.1 381. 2 481. 7 

表7 脂肪酸組成比
=-. JV 

マ アコ メグイ サワフ イサキ キダイ

5月 8月 11月 2月 4月 7月 10月 l月 4月 7月 10月 1月 6月 9月 12月 3月 8月 11月 2月 5月
14 0 4.1 4.5 4.1 4.5 4.6 3.9 4.0 3.1 2.4 4.3 2.3 4.3 7.2 7.4 5.4 4.2 3.2 3.7 2.4 3.2 
15 0 ND ND ND ND ND ND ND ND 0.4 0.5 0.7 0.5 ND ND ND ND ND ND ND ND 
16 0 23. 2 24. 0 22. 4 22. 6 18.6 19.0 19.5 17.3 20.1 19.7 21. 5 20.2 23.4 24.1 24.4 23.3 23.5 23.4 25.9 21. 8 
16 ・l 6.5 6.0 6.8 6.2 5.1 5.5 5.5 4.5 3.9 6.0 3.1 7.2 9.7 8.4 7.9 9.9 8.9 9.8 5.4 10.9 
17 0 ND ND ND ND ND ND ND ND 0.8 0.6 1.2 0.6 ND ND ND ND ND ND ND ND 
18 ・0 ND ND ND ND 6.1 6.5 6.6 6.9 6.8 4.4 9.5 3.8 4.8 4.5 5.4 4.1 5.5 5.4 5.3 4.5 
18 ・l 44.4 44.3 45.0 41. 5 28.9 33.8 34.4 36.7 25.1 21. 8 14.3 26.8 22.4 25.1 22.7 20.1 22.3 23.5 21. 3 23.1 
18 ・2 0.6 0.8 0.7 0.9 0.4 0.4 0.1 ND 1.0 1.0 0.8 0.9 0.6 0.5 0.5 0.4 ND ND ND ND 
18 3 ND ND ND ND ND 0.2 ND ND ND ND ND ND 0.9 0.7 0.9 1.0 ND ND ND ND 
18 4 ND ND ND ND 0.4 ND 0.1 ND ND ND ND ND 0.5 0.4 0.4 0.3 ND ND ND ND 
20 1 3.2 3.3 3.0 3.5 3.1 3.3 3.3 4.0 0.5 0.8 0.4 0.8 2.1 2.9 2.7 2.9 2.6 2.6 3.5 2.3 
20 2 ND ND ND ND 0.7 0.5 0.3 0.5 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 
20 3 ND ND ND ND ND ND ND ND 4.3 6.3 1.0 3.0 ND ND ND ND ND ND ND ND 
20 4 1.5 1.2 1.4 1.4 1.9 2.2 2.1 2.3 1.9 1.2 3.0 1.1 ND ND ND ND ND ND ND ND 
20 5 3.5 3.6 3.9 4.1 5.5 4.6 4.2 3.5 3.7 4.0 4.5 5.3 4.9 2.9 3.7 6.0 5.9 5.5 3.5 7.7 
22 ・1 ND ND ND ND 2.4 1.2 1.9 2.3 3.1 7.4 0.3 2.3 1.1 1.5 1.2 2.1 ND ND ND ND 
22 ・5 ND ND ND ND 1.6 1.7 1.6 1.7 1.2 1.4 1.3 1.6 2.2 2.5 3.0 3.0 2.8 2.9 2.9 3.0 
22 ・6 5.7 5.8 6.5 7.3 9.5 7.4 7.2 8.0 18.1 14.1 28.6 14.3 9.6 9.8 12.6 13.8 13.5 11. 8 17.9 12.6 
未同定 7.2 6.6 6.3 8.1 10.9 9.7 9.2 9.0 6.7 6.4 7.5 7.1 10.6 9.4 9.4 9.1 10.5 10.3 9.9 9.8 

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

噌-ro 



が15%前後と他の月に比べて高い値を示していたこと

から、一般に脂ののった句といわれている夏季だけで

なく、秋季~初冬にかけても脂がのって美味しいこと

をPRしていく必要がある。

メダイの旬については、夏季と言われたり冬季と言

われたりしている。今回の分析結果では、 7月-10月

の組脂肪量が20%前後と高い値を示しており、脂のの

りから見た句は夏季から秋季と言える。しかしながら、

冬季から春季についても10-15%程度と比較的高い粗

脂肪量であり、むしろ刺身としては程良い脂ののりと

言えることから、この時期のメダイの方が好まれるこ

とも考えられる。こうしたことから、時期による脂の

のり具合を把握し、それに応じた食べ方等を併せて PR

していく必要がある。

サワラ(サゴシ)は、 4、5月および12-3月の粗脂

肪量が高く、特に1、2月の粗脂肪量は8%前後と高かっ

た。日本海側のサゴ、シ水揚げ量は、秋から冬にかけて

多い傾向にあり、組脂肪量(味)および、水揚げ量(出盛

り)からみたサゴシの句は、冬季であると考えられた。

イサキは、今回の分析結果では、 5-6月の組脂肪量

が高かった。山口県では6月3日を「アジの日」と定め、

PRやイベント等を行っているが、今後は同じ頃が句

のイサキも交えてPRやイベントを行っていくことが

有効と考えられる。

キダイは、組脂肪量が特段に高い時期はなく、また、

アミノ酸及び脂肪酸においても特に特徴はなかった。

今回分析したサイズは利用方法が少ないことから、新

たな利用方法を検討する必要がある。
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